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はじめに 

 

一月は行く、二月は逃げる、三月は去ると韻を踏みながら、慌ただしく日々が過ぎ

去って行く年初の 3 ヶ月。その上に自分の年齢を重ね合わせると、より加速度を増して

ゆくようで、時の流れにスピード違反のカードでも送りつけたい焦りを感じてしまう昨

今です。それでも春の足音を聞くのは待ち遠しいもので、焦りの裏には「はーやく来い」

の気持も秘められているのかも知れません。冬のはじめ、いつも一番乗りを競う沈丁花

と寒桜が、今、咲き誇っています。今年は雪割草とクロッカスが後手に回りました。寒

さにめげず次々と開いてゆく花々をいじらしい思いで眺めながら、この時期は時の流れ

が“駆け足”で通り過ぎるのが案外、良いのかもと思い直したりしています。 

 

昨年一年はＢｒｅｘｉｔで明け、Ｂｒｅｘｉｔで暮れた感しかりでした。今年は年初か

ら国を挙げて「合意ある離脱がどうか、否か」で大混乱を呈しています。ＥＵ残留派も

離脱派にもそれぞれ確固とした意見はあるのでしょうが、報道されている限りでは、合

意無き離脱が国民に与える負のインパクトを、No deal 組はどう考えているのでしょう

か。周りの状況を顧みず自説をどこまでも貫くことは、そんなに大切な事かとつい溜息

をついてしまいました。これは、「和を重んじる」、「根回しをする」、「我を張らない」

などの国民性を持つ日本人には理解しにくいところです。ただ、イギリス人の心の中に

巣食う、アンチ・ヨーロッパの気風は、元をただせば、ウォータールーの戦いやトラフ

ァルガー海戦、いやもっと古く、アジンコートの戦いまでに遡り培われたものだとすれ

ば、これは英国民でなければ分からないのでしょうから、この点は私の理解度を超えて

も仕方なしと考えています。とはいえ、それにしても、それにしても酷い話です。 

 

この春号で『英国春秋』創刊 20 周年を迎えます。初刊号は 1999 年の 2 月で、編集はウ

イリアムズ・木野チームで始まり、その後、装丁や編集メンバーの変更があり、2 年猶

予の休刊を経て 2009 年より復刊、編集は小川が引き継ぎました。『英国春秋』発行に当

たり、何かと楽しい話や苦労話がありましたが、その中で、初期の編集者ウイリアムズ

ももこさん、木野たけしさん、厖大な枚数に及んだ文集の印刷を数年間に亘り引き受け

てくださった黒澤泉さん、手書き原稿のワードへの変換をしていただいたホジソン美智

子さん、そして寄稿者の皆様と発送作業をお手伝いいただいた皆様に対し、ここに改め

てお礼申し上げます。 

 

春号の特集は「未知の世界」でした。こんなタイトルの特集を組んだことに対し、途中

で後悔しましたが、開けてびっくり玉手箱、不思議な話が次から次で、言い出した本人

が驚くくらいでした。紙面の制限もありすべてを記載することは出来ませんでしたが、

胸騒ぎ、予感、虫の知らせ、正夢、霊感など、我々の日常会話に度々飛び出すこれらの

言葉からも、結構我々の周辺で頻繁に起こっている事象だと知らされました。ただ、気

が付かなかったり、気にかけなかったり、すぐ忘れてしまったりで済ませている例も多

いことでしょう。人間は未知なるものに憧れ、その反面、未知なるものを恐れる性向を

もっているようです。色々な知識や情報を得てより快適で豊かな人生が送れる、反面、

自分が将来どうなるかを知ってしまえば、失望したり、意気消沈したり、時には絶望し

たりしてしまうかもしれません。私の友人に予知能力を持ったのがいますが、彼女から

のたまの電話には、「何か私の身に良くないことが・・・、それで電話を？」とつい勘ぐ

ってしまいます。「知らぬが仏」で過ごすのも悪くないかもしれませんね。 

 

ご投稿頂いた皆様有難うございました。今後とも引き続きご支援をお願い致します。 
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英国春秋歌壇 

 

                              

バロー典子 
 

              春のきざしの 
 

 

 

いつの日も すべてを受けて 揺るがざる  

大樹の姿 見上げこし日々 

 

      朝霧の 消えゆく野辺に たな引いて  

木で焚く窯の 煙り漂う 

 

        バーバーふたり 孫を挟みて 笑みており 

     ほめてうなづく 友となりけり 

 

          高い樹の 梢に残りし ひとつ葉の  

くるくる回り 落ちぬ不思議さ 

 

    冬枯れの 寂しき庭の 裸木に  

白い辛夷の 芽吹きの見えし 

 

      寒風に 揺れに揺れてる 寒桜  

かぼそき枝に 花は落とさず 

  

         What App で 異国に住まう 子らや孫  

姿見ながら 話すしあわせ 

 

 

 

    極寒と 言えども青き 冬空に  

春のきざしの クロッカス咲けり      

 

英国が 終生
つ い

の 住み処
か

となることも  

知らず思わず嫁ぎ来し日々 
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英国春秋俳壇 
 

                       エリオットつや子                        
      

草 の 実 
 

 

風ゆらすポプラ黄葉見上げおり 

 

草の実の飾りをつけて猫帰る 

 

子狐も大きくなりて兄妹 

 

 

紅の柘榴を割れば血潮あふる 

 

何もかも味気なくして踏む落葉 

 

吹きだまり枯葉を掃くや日の終わり 

 

冬ばらや堅いつぼみに赤い実と 

 

 

寒桜まだ咲かずとも良いものを 

 

客帰りついまどろむや三ケ日 

 

それなりの手抜きにも慣れ老いの春 
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未知の世界：念力 

                              佐野圭作 

    
                                

世に生を得てから先月で満 76 歳を重ねて数え歳の 77 歳を迎えました。日本流古来からの風習で多くの

方に「喜寿」と祝って戴きました。会員の皆様でも喜寿をお迎えになられた人が多数居られましょう！ 

小生も年齢的にやっと 77 歳に届いたと言う感が否めません。それは自分が 22 歳の時、親父が 62 歳で他

界し早くも 55 年が過ぎ去っているからです。 

 

さて、喜寿のお祝いを戴いた中で、ゴルフが大変お上手な御方から「喜

寿 77 を記念して願わくば、グロススコアでとは言わないが、ハンデキ

ャップを入れたネットスコアで 77 を出されて下さい」と言うお言葉と、

「Sandy77」と刻印したゴルフバッグを戴きました。(Sandy は自分が

39 年前に英国人から貰った当地でのニックネームで以来英国人には

Sandy の通称で通っています) 

残念ながら近年では歳を重ねる度に連れ自分のゴルフコースではネッ

トスコアがいつも 80 台以上で、77 を出せるようなゴルフがほとんどな

いのが実態です。そこで戴いたゴルフバッグの刻印を自宅で見ながら

「ネットスコアで良いから 77 を出して下さい」とのお言葉を反芻して

いました。 

お言葉を反芻すればするほど、「よしや、何とか達成しよう！先ずはネットスコアで」と「念じ」始めた

わけです。10 日ほど後に二月の日本人のソサイアテイ例会が有りました。朝から心してネット 77 を「念

じて」出馬したのですが、出だしの一番ホール、二番目ともトリプルボギーとヒドイ大叩きしてしまい

今日はもう駄目だと悲鳴を挙げんがばかりの出だしスコアでした。 

しかし、“人生山あり谷あり”でゴルフだって同じです。そこで我慢に徹して平常心を取り返すことに「念

力」を重ね不満も一杯有りましたが何とか終われました。感謝です。 

 

最終 18 番ホールを終えて、担いでいたお祝いで戴いたゴルフバッグを肩から下ろしス

コアの集計をしましたところ、「おやおやおや・・・何とネットスコアが 77 ではない

ですか！」 

偶然と言うか、「念力がそうさせたのか？」最後 18 番ホールで一打失敗していなかっ

たら、ネットスコアは〜77 になっていなかっただろうに？ 

 

神の配慮かはたまた自然体での偶然か？ 表彰式での結果は何と「ラッキーセブン賞」

とは、あの素人には難しい“7 番と 17 番”ホールでパーを取ったと言うのも稀なことで

すが、「数字の 7」がこれほど揃いも揃った結果でした。 

 

帰りの車の中でしみじみ思ったものですが、「念ずれば通ず」で、一回のゴルフは一回の人生に通ずると

念じて、近い将来には何とかグロススコアで 77 と言う夢を見ています。 

 

自分の生き様を振り返った時に、「念じたことが起こっています‼」 

人のお役に立ちたいと言う思いと念ずる気持が相通じた時に“その事”が起こってくれました。世の為

人の為、仕事の為家族の為、最後に自分の為に「念ずる」心を大事にして 77 歳の峠を越える様に生きて

いけると有難いです。お互いの幸せを夢見ながら感謝の念を皆様にお伝えしたい。 
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私と英語 

                                         石山望 
何故だかは知りません。中学に入った時から、英語というものが無類に好きで、しかも、30 歳の時から、

もう 42 年も英国に住んでいるというのですから、皆様のご参考にはならないと思います。おまけに、何

をするのも、完全に「我流」と来ています、私。ですから、私が今から述べますこと、皆様から「上か

ら目線の（condescending) 発言」だとのお叱りを受けるかもしれませんね。でも、少しだけ。 

 

私、英語を学び始めた時、この外国語に関して願ったことは、喋べれる様になりたいというより、まず

読める様になりたいということでした。英語に限らず、西洋語というのは、書き言葉と話し言葉が、基

本的に一緒ですので、読めれば、話すのは、さほど困難ではないであろうと、踏んだ訳です。 

そして、私のこの信念は、概ね、的を射ていました。ただ、ここでも、「私に限っては」ということです。

先にも述べました通り、私は、何に関してましても「我流居士」ですので、。 

 

インターネットかなんかで、「毎日 20 分、英文を聴き流すだけで、英語がスラスラと話せる様になる」

とかいう英語教材会社の宣伝用謳い文句が、よく目につきますね。実に目障りなほどです。 

これの「売り込み点（sales point)」は、「努力しないでも」ということだろうと思いますが、私、これは、

全くもって信じられません。だって、私、高校生の頃に、とても努力したんですもの、、。 

普通のサイズの英和辞典の中から、重要単語（＊または＊＊のついているもの）を単語カードに抜き書

き、手製の単語カードを作りました。5000 語くらいでしょうか、表に英語、裏に日本語という訳ですね。 

それを、毎日繰り返し使っている中（英日、日英とも）に、全ての単語を、機械的に覚えることができ

ました。ただ、この時、発音には頓着していませんでしたから、それはメチャメチャでした。 

 

そして、文法書（山崎貞の）を読むとか。 

その他にも、私いろいろやりました。ひたすら、英語というものを習得したいためにです。しかし、そ

の中で、最も大きいものは、英語の小説を読んだことでしょうね（尤も、原文でどうしてもわからない

ところは、邦訳を参照していましたけれど、）。 

 

大学に入る前に、有名な長編ものを 3 冊（英米の、有名な恋愛小説です。いずれも女流作家の手になる、）。

これで、大分自信がつきました。そのほかに短編も、。京都の丸善に行って、「洋書」を手にした時は、

本当にゾクゾクしましたよ。ですが、英語を話すということになりますと、始めのうちは、ダメでした

ね。ただ、私、京都にいましたから、英国人とかアメリカ人とかに知り合うことは、非常に簡単でした。

アメリカ人牧師のおられる（ルーテル）教会に行ったり、英会話教室に行ったり、。 

 

そんなこんなで、30 歳になった時、もうこの機を逃せば、一生出られない

と思い、何の目的も持たず、ヨーロッパ放浪の一人旅に出たのです。1975

年の 3 月。4 ヶ月。もともと、無頼で非常識。お陰で、不安は全くありませ

んでした。ただ、今から思えば、その時の私の英語の発音など、目も当て

られないほど酷かったと思います。正直なところ、やっと最近ですよ、英

語の発音というものが、分る様になってきたのは、。例えば、「L」と「R」

の違いとか、。「hat」と「hut」の違いとか、。英国人は、失礼になると思って、こういうこと何も言われ

ませんしね、。何でもはっきり言う、フランス人から指摘されました。前者の「LR の問題」は、私、日

本人の舌が、西洋人の舌より、短いということと無関係ではないと、勝手に思っています。 

 

ところで、私が、英語を喋る時、一番心がけているのは、スラスラ、ペラペラ流暢に喋るより、いかに

きちんと正確に喋れるかと言うことです。文法に則って、。TV を観ていますと、感心することがありま

す。有名なプロのテニス選手やなんかが、もともと、英語は自分の母語ではないのに、実に滑らかな英

語を喋られること。ナブラチロバがその好例ですが、私、あの真似はできません。あの方、言語の才能

がよほどおありなのでしょうか。 

 

結論として、英語の簡単な新聞が正確に読める様になられれば、その方、英語は喋れる様になられます、。

私はそう思います。 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjduKb2nPrgAhW4DmMBHW7SB8MQjRx6BAgBEAU&url=https://deskgram.net/explore/tags/%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E3%81%AE%E6%95%99%E7%A7%91%E6%9B%B8&psig=AOvVaw1iVnT1hhtK8enwF4_KWzko&ust=1552398326792664


英国春秋２０１９年春号 

10 

 

一週間ほどベトナムへの出張 
 

                             鶴岡公二 
 

ベトナム戦争が終了してしばらく時間が経った時にベトナムに出張した。当時は直行便がなくバンコッ

ク、ビエンチャンを経由してハノイに入った。ハノイ滞在後はホーチミンシティに回る予定だった。 

 

１．ハノイ 

 

6 月のハノイは緑豊かで美しかった。中心地にはオレンジ色の欧州様式の建

造物が並び公園の緑と相まって南仏にいるかのような雰囲気だ。暑さと湿気

は厳しい。日差しもきつく日陰以外では息苦しくなる。しかし長年フランス

の植民地であったので美しい街並みは、ハノイをアジアの小パリと呼ばせた

ほどである。空港から郊外にある小ぶりのホテルに入った。湖に面したこじ

ゃれた平屋建てのホテルで市内の建物とは異質なアメリカのモテルのような

建物である。キューバの支援で建設されたと聞いた。アメリカと戦争をして

いた北ベトナムにはキューバは様々な支援をしていたと改めて知った。昼食

を取りに市内中心地の高級ホテルに案内された。仏植民地時代の古風なホテルでハノイでは最高級。ベ

トナム料理をごちそうになる。最後にお椀に盛りだくさんになった白いご飯が出た。同席の公使がご飯

を半分お皿に分けてお椀にお茶を入れお箸でかき回した。見るとほかの人たちも同じようにしている。

私はご飯をそのまま食べるのが好きなのでお茶漬けにせずそのまま食べようとしたら止められた。お茶

を入れているのはお茶漬けにするためではなく掻き混ぜてお椀の上半分に残ったご飯を食べるためだと

言われた。ご飯に必ず石が入っているので掻き混ぜて石を下に落とし上半分だけを食べるのだ。知らず

にそのまま食べて歯が欠けた出張者が多いと教えられた。なるほど長く戦争を戦っていただけに米どこ

ろではあっても精米そして炊飯には苦労していると知った。 

その夜は市内の公会堂で日本映画祭だ。少し涼しくなった 7 時過ぎからの上演。薬師丸ひろ子が主演し

たセーラー服と機関銃だった。ベトナム語版はないので大使館の若手館員が画面の横に立って弁士を務

めたが映画と違いマイクはないので 500 人程度の観客に大声でベトナム語訳を伝えていた。冷房はない。

満席の客席では全員汗だらけ。しかし誰も帰らず最後まで見ていた。映画には食い入るように見入って

いてところどころため息のような声が聞こえた。セーラー服が機関銃を持った時は歓声が上がったが、

つい先ほどまで戦争していた人達からすればあまり珍しくない光景かもしれない。ため息が出るのは薬

師丸が扮する少女の自宅の応接間にソファーセットがあり、テレビがある画面、そして登校する途中に

住宅街を歩いている時に通り過ぎる家のガレージに自家用車が駐車している画面など日本での日常の風

景がベトナム人に強い印象を与えているのだ。学校は制服であっても休日はおしゃれをしている、西洋

風のきれいなレストランで家族が食事を楽しみ美味しそうな西洋料理を食べている光景などの日本人に

とっては当然のことがベトナム人には憧れの的だった。観覧後に私が日本の文化紹介なら娯楽映画では

なく黒沢などの日本映画の方が良いのではないかと言ったら、館員は、とんでもない、以前黒沢名作の

羅生門を上映したら、感想のほとんどが日本とベトナムを比べればベトナムの方が豊かだ、資本主義よ

り社会主義が優れていることを実感したと言われてしまった、中世の時代ものであるとはベトナム人は

思わずに羅生門を現代映画だと思ったのだと言い、ベトナムの現状からは文化の

前に日本を知ってもらうことが先決でその後は常に現代ものを上映していると

教えてもらった。 

上映前には既に満席になるだけの聴衆が押しかけていたが、上映予定時間の 7

時になったら全館停電となった。停電は 30 分続いた。いつも日本大使館の行事

の際に起きる当局の妨害停電であるが抗議しても停電自体が珍しくないので改

善しない。他方、予定時間がそれだけ遅れても聴衆は帰らずに上演を待って最後

まで見て行った。さすがに日本映画は人気があるなと喜んだが、観客は帰り際に

缶ジュースとタバコを一本もらって去っていった。熱い映画館にいた後だからジ

ュースはさぞかし美味しいだろう。ジュースもタバコも最後まで見た人にしか出

ない。大使館はよく考えている。広報は場所柄をわきまえて行うものだ。 

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjx9vGv4PjgAhXBC-wKHYavCykQjRx6BAgBEAU&url=http://www.vietnam-sketch.com/archive/maps/&psig=AOvVaw0uBwbYFhDaOUZZQpu-ENSh&ust=1552347757944465
http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiKzvWvmvrgAhUGUhoKHdRuB7wQjRx6BAgBEAU&url=http://nvcjapan.org/vietnam/vmp/index.html&psig=AOvVaw3f3VSuz8ZqXSahViDeA0EO&ust=1552397603460429
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少し遅くなったが、大使館員と夕食に出た。ハノイの有名な料理は鳩だと言う。鳩屋街に行こうと言わ

れた。旧市街の一角にガレージのような箱が並んでいる場所があり鳩料理を出している。その一軒に入

った。電気が貴重なので部屋は暗く目が慣れるまで様子が良くわからない。部屋の真ん中に大きな机が

あって、その周りにお客が相席で座っている。注文をするのではなく料理は一つしかないので座って少

し経つと鳩の丸焼きが出てくる。脂がのっているのでくちばしを含めてすべて食べられる。飲み物はお

茶。濃い味付けの鳩は美味しかった。冷房はなく汗が噴き出る中で鳩を食べた。相席の中国人らしき中

年男性がおもむろにポケットからタバコを取り出して周りのお客にすすめた。555

と言う英国の高級タバコでその封を切ってお客に振舞っている。お客は先を争って

タバコをもらい一斉に喫いだしたので暗い狭い部屋は煙だらけになった。当時のベ

トナムでは 555 のタバコは、物々交換の際には高価なものと交換できるぐらいの貴

重品だった。それを知らない人にも振舞うのはよほどのお大尽と周囲に示していた

のだろう。部屋の隅に梯子があり小さな二階が特別席になっているようだ。白人の

男が若いベトナム女性と食事をしている。館員によると男はロシア人。ロシア人は

ソ連の通貨ルーブルを現地通貨のドンに無制限に交換して豪遊しているそうだ。帰

国前には大量のルーブルをドルに交換して持って帰るそうだ。当時のドンはとても

まともにドルと交換できる通貨ではなくいくらドンを持っていてもドルに換えれば

雀の涙程度になるが、ベトナム政府は公式レートを公表していてロシア人はそのレートを利用してルー

ブルをドン経由でドルに交換するそうだ。ルーブル自体が兌換紙幣ではないのでこのようなドルへの交

換は本来ありえないのだがベトナム政府はソ連とは同盟関係にあり、戦争中の支援もあってソ連人の乱

暴狼藉にも抵抗出来なかったようだ。ベトナムは仏植民地であったのでフランスへの留学を通じてフラ

ンス語を身に着けフランス料理やその影響を受けた美味しいベトナム料理が広がった時代があったが、

中国との紛争、ベトナム戦を経て同じ共産党支配のソ連と同盟関係を結び多くのエリートはモスクワ大

学に留学し外国語と言えばロシア語の時代が長く続いたのだ。それが今日は戦争した米国に多くの留学

生を送り英語がベトナムで通用するようになるとは当時はとても予想できなかった。共産党の一党独裁

の統治体制は今日に至るも維持されているが、市場経済を基本とする TPP 交渉に参加し米国との関係強

化を目指しているのは中国の圧力にさらされながら国家独立を堅持する戦略だ。ベトナム人は優秀であ

り日本との関係も強化されている。私もベトナム人に尊敬の念を抱いている。 

翌日早朝にハノイ空港からホーチミンシティに向かう予定だった。当時のベトナムの国内航空便は外国

からは予約できなかったのでハノイに到着してすぐに航空代理店に行って予約をしたのである。ホテル

をチェックアウトして空港に到着すると早朝にもかかわらず既にターミナルは人で一杯だった。ゲート

は一つしかなく開いたとたんに全員ゲートに駆け込んだ。私も入って航

空券を握り飛行機に乗ろうとしたが、私の数人前で受け付けは終了した。

航空券を持って予約をしていても乗れる保証はなく搭乗は早い者勝ち

だったのだ。次の便に乗ろうとしたら、一日一便しかない。大使館員は

慣れたもので空港の外で待っており、私が出てくると時々こういうこと

がありますと涼しい顔で話してくれた。ホーチミンシティに変更を連絡

し、当地のホテルを予約しなければならない。しかしホーチミンシティ

とは電話はつながらないので連絡はできない。電報でも一日はかかる。館員は大丈夫、慣れているから

と言う。当地ホテルは引き払ったので泊まれない。そこでやむを得ず館員宿舎に宿泊して翌日は今朝よ

りも早く出発することにした。大使館員は日本の公務員宿舎にそっくりの狭く古いアパートに住んでい

た。3 階建てでもちろんエレベーターはない。私が泊めてもらった公使は中学生の子供二人と夫人同伴で

赴任しており、宿舎の一間を教室にして夫人が毎日子供たちに授業を教えていた。四畳半ほどの部屋を

私は利用させてもらい、風呂洗面所は共用だった。水栓口にはすべてストッキングの覆いが付けられて

いる。水はアパートの貯水槽から引いていてゴミはもちろんヒルや昆虫などが流れてくる。沸騰させて

飲料水や料理の水に利用しているが顔を洗ったり風呂に入ったりするときはそのまま利用する。6 月のハ

ノイは 30 度を超える暑さで湿気もきつい。冷房がなく窓を開ければ蚊の大群が押し寄せるので部屋を閉

め切り扇風機を回すしかない。若い館員は暑さに耐えられず風呂桶に水を張ってその中で寝るそうだ。

そのため時々ヒルが肌についてしまい剥がした跡が残っている。宿舎は頻繁に停電する。夜は電気が切

れることが多いのでろうそくと懐中電灯は各部屋に備えている。翌日朝は早く空港に向かうので、館員

食堂で夕食を食べた後に館員が出発まで麻雀をしようと提案した。狭い部屋を閉め切り卓を囲むと全員

汗が吹き出し牌を混ぜる手も汗だらけなのでベビーパウダーを振りかけながら麻雀をする。突然停電。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Vietnam_Airlines_A330-200_VN-A375_NRT_2013-12-11.png
http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjZhZzz5PjgAhWM26QKHRqBCWsQjRx6BAgBEAU&url=http://rally5.com/5095.html&psig=AOvVaw1GrIPzW4oOlo1wIDF3XrJO&ust=1552348886080690
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慣れたもので大型の持ち運び可能な電灯を机の四隅において麻雀が中断しないようになっている。時間

になったのでシャワーを浴びて空港に向かった。幸いターミナルの最前列に並び首尾よくホーチミンシ

ティに向けて飛び立った。 

 

２．ホーチミンシティ、旧サイゴン 

 

今回の出張の任務はホーチミンシティにある事務所に必要な書類などを届けることだった。ホーチミン

シティは、南ベトナムの首都で当時は日本大使館が置かれ大使公邸もあった街だ。ベトナム統一後は首

都はハノイになったので日本大使館はハノイに開設されたが、かつてのサイゴンの大使館事務所と大使

公邸はそのまま残っており、現地の職員が守っていた。米国側に加担して北ベトナムを苦しめたとみら

れた日本は戦争終了後も友好国扱いには至らずサイゴンの事務所は総領事館に変更して存続を希望した

がベトナム政府からは返事がないのである。総領事館として認められれば外務省から職員を赴任させる

が、それまでは現地にいる人たちに守ってもらうほかはない。 

ホーチミンシティの空港に到着すると 70 歳ぐらいの落ち着いた日本人が出迎えてくれた。15 年程度は

経っているトヨタクラウンに乗って街に向かった。前日の飛行機に乗っていなかったので今日は乗れて

良かったですねと喜んでいた。三原さんは現地の採用で南ベトナム大使館

に長く勤務された。戦争末期に北ベトナム軍がサイゴンに入り日本大使館

は閉鎖され大使館員は幸いにも全員無事に脱出したが三原さんは現地に

とどまり続けた。サイゴンがホーチミンシティとなり街は平和になったが

旧大使館と旧公邸の扱いは未定で三原さんに管理をお願いしていた。宿舎

は港に面したホテルマジェスティック、ニースの海岸にあるような白壁の

瀟洒なホテルだった。大通りを挟んで旧大使館事務所がある。チェックイ

ンすると宿泊費の前払いを求められ、二泊分で 5 ドル程度だった。部屋は

港を見下ろす大きなスイートで立派な浴室が付いていた。フランス風の部

屋のしつらえで壁や家具はくたびれていたがかつてはとても豪華な部屋だったはずで駆け出しの私が泊

まれるようなところではないがほとんど宿泊客がないのでホテルは一番良い部屋を使わせてくれた。洗

面所のタオルは古くなって固い生地しか残っていなかったが大きな部屋を一人で独占して快適だった。

ホテルのバーで聞いたら客は週に一人二人、収入は週に 20 ドルくらいとさびれているのも無理はないと

思った。大通りには両側に古い大型のアメリカ車が駐車しており 1960 年代のカリフォルニアの雰囲気だ

った。昼間は人通りもまばらで東洋のニースと言われ栄えたサイゴンの面影もなく閑散としていた。旧

大使館事務所はかつての目抜き通りの角にあり、三原さんの指導の下で数人の現地職員が詰めていた。

事務所としては機能していないので仕事はないが、5 人ほどの職員は毎日事務所に来ていた。大使館が閉

鎖になったあと、旧大使館職員は転職もままならずそのまま以前と同じ生活をしていた。家族はベトナ

ム政府が開設した縫製工場などで働き少しは収入を確保しているようだった。職員は旧ベトナム大使館

に勤務していた者と旧カンボディア大使館に勤務していた者がいた。ポルポト政権の下で閉鎖された大

使館から家族とともにベトナムに逃げてきた人たちである。私は職員全員に家族を含めて食事を差し上

げることにして三原さんに調整をお願いした。翌日の昼食会をホーチミンシティで一番のフランス料理

屋で開催することになった。職員夫妻に加え両親や子供たちが参加し

て総勢 20 名を超える賑やかな昼食会となった。広い食堂でお客は

我々だけで店は喜んで精いっぱいのサービスをした。かつての名店な

のでダイキンの大型冷房装置が付いており、ブンブン音を出しながら

部屋を涼しくした。ビールを注文すると冷えたものがない。バケツに

氷を入れてその中でビールを回して冷やして乾杯した。子供たちと言

っても優に 20 歳を超えた成人で工場で働いている。成長期に栄養失

調だったため背も低く小学生のような体格だったが表情は明るかっ

た。カンボディアから逃げてきた老婆はフランス語で話した。私もフランス語で返事をするとフランス

語の会話は何年ぶりでしょうかととても喜んだ。みんな晴れの舞台で小ぎれいに着飾り店が一生懸命作

ってくれたフランス料理もどきの御馳走を楽しんだ。家族を含めて全員が一緒に食事をする機会はこれ

までなかったので全員とても楽しかったと喜んでもらえた。戦争にさいなまれた人たちで日本がお世話

になった方々なので少しでも喜んでいただき私も来たかいがあったと嬉しかった。これだけの宴会だっ

たが費用は 20 ドル程度だったので、三原さんに翌日の昼も皆さんに御馳走したいと申し出て調整しても

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjbzu-Sl_rgAhVS1uAKHRX3B8QQjRx6BAgBEAU&url=https://arinkosan.net/businessdrink/&psig=AOvVaw2LkCcSVtHIiJHk1DeC0Gp7&ust=1552396841327464
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らった。今度は港に停泊している客船のレストランだった。料理は秋田のきりたんぽのような魚のすり

身を棒にまとわせて焼くベトナム料理だった。今回の参加者は 5 人ほどだった。皆さんどうされたのか

と聞くと、工場は二日続けて休めないので子供たちは来れない、高齢の方々は昨日久しぶりに御馳走を

いただいたので体調を崩してしまい家で休んでいるとのことだった。満足に三食も食べていない人たち

に私の自己満足のために昼食会に参加させてしまいかえって迷惑をかけてしまったかとお詫びをすると

全員、とんでもない昨日は本当に楽しい会を開催していただき家族は感激していると口々にお礼を言っ

ていた。 

旧大使公邸は高級住宅地にあった。それほど大きくはないが洒落た洋館で外見はきれいだった。中に入

るとやはり空き家になってから時間が経っておりかなりくたびれた内装だった。三階に上がると踊り場

に工事の跡がある。北ベトナム軍がサイゴンに攻め込んだ時に公邸に爆弾が着弾したが、幸い不発弾で

あったので屋根を突き抜けて壁を破壊しただけで済んだ後を修理したそうだ。私は北ベトナムが日本に

対する抗議も含めて意図的に不発弾を公邸に打ち込んだものと想像した。公邸にはバトラーが住んでお

り、毎日の掃除や建物を管理していた。彼は公邸のステレオの針が摩耗してレコードプレーヤーが機能

しなくなったのでレコード針を送ってくれと要望した。残念ながらス

テレオが古すぎて東京で針は見つからなかった。公邸の地下には館員

が置いて行ったゴルフクラブが残っていた。マックグレガーのターニ

ーと言う名器だったので持ち帰りたかったがもちろん無理な話だ。 

ホーチミンシティにはチョーライ病院と言う日本が南ベトナム政府

に要請されて作った完成当時は東南アジア最大を誇る病院がある。視

察に訪れると院長が案内してくれた。会話はフランス語である。医者

になるためにフランスに留学していたそうだ。8 階ほどの大病院だが、

機能しているのは最上階の二階だけだと言う。共産党の幹部用に医療

を提供しているとのこと。ほかの階での治療は医療施設が老朽化し更新できないので行っていない。院

長からは医療機器の更新を要請された。東京で関係部局につないだがその後の動きは承知していない。 

三原さんは日本へのお土産はべっ甲細工が良いと勧めてくれて店を回った。南ベトナムではカメが取れ

るのでべっ甲の材料には不自由せず様々なべっ甲製品があった。値段も手ごろで櫛や紙切りそれに箱型

になっているハンドバッグとして使えるものを購入して帰国後のお土産にした。戦争博物館も見学した。

米軍から奪った武器や墜落した戦闘機などの陳列とともにベトナム戦争時の国際社会の動きを写真や資

料で展示していた。日本についても展示があり、日本国内の市民団体が反米、ベトナム戦争反対の運動

を展開していたことが紹介されていた。日本が米国側に与していたことには言

及がなかった。枯葉剤でベトナム人は大いに苦しめらたが、その悲惨な状況を

克明に写真で記録した日本人記者を写真とともに大きく取り上げていた。全体

として日本に好意的な展示だったと記憶している。最後に三原さんは動物園に

案内してくれた。サイゴン時代は家族連れが多く訪れた広い敷地の動物園だっ

たが、檻の中にほとんど動物はいなかった。園内を歩く人もおらず戦争の悲惨

さを改めて感じた。 

 

３．結語 

一週間ほどのベトナム出張だったが、多くを学んだ。その後の私の外交官生活に色々な影響を及ぼして

いると思う。経済が開放され共産党政権の下であるが経済成長を続けているベトナムにはその後何回か

出張した。ここに記したベトナムの風景はもはやない。後に外務省の幹部として戦争博物館を訪問した

時には玄関で館長の出迎えを受け記帳までした。日越関係は今や首脳の交流を含め極めて緊密になって

いるが、たったの 35 年前にはこのようなベトナムであり日越関係だったのだ。投稿を依頼されて記憶を

たどりながら最初のベトナム出張記を書きながら改めて過去と歴史を振り返る重要さを認識した。この

ような機会を与えていただきありがとうございました。 
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「未知の世界」                       

                              加藤節雄 

                  
 「未知の世界」とは一体何だろう。「英国春秋」の編集者の意図はどうも予知能力とかテレパシーとい

った現代の科学で証明できない超能力の世界について書いて欲しい様である。残念

ながら私はこういった超能力はもちろん持ち合わせていないし、そういった神がか

りの現象は信じていない。明日大きな地震があるとか、明後日地下鉄の駅で誰々さ

んにばったり会うといったようなことが分かったら、どんなに素晴らしいことかと

思うが、そんなことはあり得ないと思っている。 

 私にとって未知の世界は別のところにある。それは怖いことでもあり、また、楽

しいことでもある。 

 私は 1960 年代の後半から職業として報道写真を撮影している。最初に手にしたカメラは NIKON F と

いう一眼レフカメラだった。ピントも露出もシャッター・スピードもすべて自分で決めて撮影しなけれ

ばならなった。フイルムカメラなので 36 枚撮影するとフイルムを交換しなければならない。記者会見、

事件、デモ、ファッション・ショーからスポーツの取材まで毎日シャッターを押し続けた。しかも取材

が終わってオフィスに戻ってからは、撮影したフイルムを現像してプリントするという暗室作業が待っ

ていた。暗い中を黙々と動きまわる自分の姿を何回もドブネズミと重複させていたつらい思い出がある。 

 カメラの進化は早く、やがてピントはオートフォーカスになり、シャッター・スピードや露出も自動

のカメラが出現した。露出計を持って歩く必要もなく、感に頼っていたシャッター・スピードもカメラ

が決めてくれるようになった。撮影は楽になったが、暗室作業は相変わらずだった。 

 ロンドンに来てからの私の仕事は、写真撮影をし、それを日本の新聞や雑誌といったメデイアに送る

ことだった。白黒写真の場合には自分で現像・プリントして、また、カラー写真の場合にはラボへ出し、

もし締め切りまでに余裕があれば郵便で、至急の場合には空港に行って、日本行きの飛行機便に「プレ

ス」扱いで運んでもらった。いずれにしても面倒な手間をかけ写真を送るという作業をしていた。 

 そして、次に来たのはデジカメ時代である。撮影した画像はその場で見られるし、暗室作業もない。

画像をコンピューターに入れ込み、良い写真を選んで送信ボタンを押せばそれで終了である。コンピュ

ーター上の作業や編集作業もあり、それほど簡単ではないが、それでもフイルム時代に比べれば隔世の

感がある。写真を撮り始めたころには、オートの世界も、デジカメの世界も「未知の世界」だった。し

かも暗室作業が要らなくなるなどとは思いもよらなかった。 

 私はまた原稿も書く。最初の頃は手書きで原稿用紙に字を埋めていた。手が疲れるので万年筆にした

り、太字のボールペンを使ったりしていた。原稿を書いていると必ず直しが出る。漢字を間違うだけで

なく、表現を変えてみたくなったり、文章の前後順位を入れ替えた方が通じやすいと気が付いたりする。

手書きの原稿の場合、そのたびに書き直しをしなければならない。原稿の字数が決められている記事な

どの時には、修正すると字数が変わってしまうので、また、最初から書き直しをしなければならくなる

ことも多い。結局、最初の原稿は修正で真っ黒になり、書き終わってから清書をするという 2 度手間に

なってしまう。 

 その原稿をやはり郵便で日本へ送った。そのため締め切りの 1週間から 10日前には原稿を書き上げて、

郵便局へ駆けつけたものだ。そのうちに FAX が発明された。これだと郵便局へ行く必要もないし、締め

切り間際で送れば間に合う。締め切りまで 10 日あるから未だ書かなくてよいといったような一種のレイ

ジーさが目立って来たのもこの頃である。そのうえ、ワープロが出現し、手書きで手が疲れることもな

くなったし、活字体で印字されるので、私のような字の下手な者には救いの神となった。 

 しばらくはワープロで原稿を書き、FAX で送るという時代が続いた。そして、次に来たのはコンピュ

ーター時代なのである。原稿書きから編集作業、送付と、1 台で何でもやってくれるコンピューターは、

私のような仕事している者にとっては一種の「救世主」である。 

 私の世代ぐらい技術変化の激しい時代に生きた世代はなかったのではないかと思う。フイルムからデ

ジカメへ、手書きからワープロ、FAX、そしてコンピューターへ、我々は常に「未知の世界」へ導かれ

てきた。これは SF を地で行っている感じであり、これからも思ってもいなかったこと、考えられないこ

とがどんどん起こるに違いない。私にとってはこの技術革新の「未知の世界」は、使えこなせるかどう

か分からない怖い世界でもあり、また同時にもっと楽になるのかも知れないという期待感もある世界で

ある。 
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イギリスと沖縄       

黒田犬彦 
 

（１）沖縄と三浦按針 

 

 日本語の週刊誌「ジャーニー」に連載中の「英国随想録」で、私は何度かイギリスと沖縄の関係を取

り上げた。また、昨年はロンドンで二度、講演をする機会があり、その折にもイギリスと沖縄のつなが

りについて語った。本稿ではその話題をもう少し広げて書いてみたい。 

沖縄は明治の初めまで尚王朝が治め、琉球王国と呼ばれていた。私は最初に琉

球を訪れたイギリス人は 1769 年に北太平洋の探査をしていて宮古島沖で座礁し

たプロビデンス号のウィリアム・ブロートン船長で、二番目は 1812 年に中国・

朝鮮を経由して琉球にやって来た軍艦ライラ号のバジル・ホール艦長とアルセス

ト号のマレー・マクスウェル艦長だと思っていた。しかし、迂闊なことに私は彼

らよりもはるかに早く琉球を訪れていたイギリス人のことを忘れていた。それは

三浦按針ことウィリアム・アダムスである。 

アダムスはイングランドのケント州出身である。1598 年 6 月、彼は航海士と

してオランダの船に乗り、マゼラン海峡を抜け、太平洋経由で極東を目指した。

悪天候と壊血病に悩まされ、二年も洋上で苦労を重ねた後、アダムスたちの乗っ

たリーフデ号が九州の臼杵湾に漂着したのは 1600 年のことである。 

臼杵で捕われの身となり、大阪に送られたアダムスは徳川家康の知遇を得た。それが彼の運命を変え

た。家康はアダムスが持っていた知識と技術に興味を示し、他の乗組員とともに傭兵として使うことに

した。アダムスたちは関ヶ原の戦いに参加し、リーフデ号に積んで来た大砲を用いて東軍の勝利に貢献

した。アダムスは家康から領地を与えられ、旗本に取り立てられた。彼は領地の名（相模国三浦郡）に

ちなみ、三浦按針と名乗るようになった。按針は航海士の意味である。 

幕府におけるアダムスの役目は外交の相談役だったが、オランダ商館の顧問も務めた。1613 年にイギ

リスの東インド会社の船が来航してからはイギリス商館の顧問となった。1615 年、彼はイギリス商館の

船で商品の買い付けのため、平戸からシャム（現在のタイ）へ向かった。しかし、嵐に遭って船体が破

損し、命からがら奄美大島に逃げ込んだ。奄美を支配する薩摩藩は停泊を認めず、「船の修理は琉球の那

覇で行なえ」と言う。やむを得ず、アダムスは船を那覇に廻航し、琉球の国王から修理に協力する約束

を得た。ところが、琉球の役人はいろいろな口実を設け、全く協力してくれない。逆に修理の邪魔をし

て、シャム行きをあきらめさせようとする。彼らは明らかにアダムスたちの来航を迷惑がっていた。 

当時、琉球は薩摩の支配下にあったが、中国への朝貢も続けており、いわば両属の関係にあった。朝

貢とは貢ぎ物を差し出すことだが、その実体は貿易である。琉球はイギリス商館の船が那覇に入港した

ことを中国に知られ、「琉球はイギリスとも貿易をしている」と誤解されるのを恐れたのである。船の修

理が遅れたことで、アダムスの船は北からの季節風を逃してしまい、シャム行きを断念した。アダムス

は琉球で黒砂糖、泡盛、サンゴ、芭蕉布、琉球イモ（甘藷）などを積み込み、平戸へ引き上げるしかな

かった。 

この三浦按針ことウィリアム・アダムスが琉球を訪れた最初のイギリス人である。彼は 1620 年に日本

で病死した。享年 62 であった。 

 

（２）チェンバレンと奈良原繁 

 

冒頭に書いたライラ号とアルセスト号の琉球来航はそれより 200 年余り後の 1816 年のことである。

彼らは特命全権大使のアマースト卿を中国に送り届けた後、朝鮮を経由して琉球に来た。目的は地勢の

調査と測量だった。両船は琉球に約 40 日間停泊した。ライラ号の艦長、バジル・ホールとアルセスト号

の艦長、マレー・マクスウェルらは那覇とその周辺を歩き回り、琉球の地形や産物を調べるとともに、

住民と交流してさまざまな情報を集めた。琉球へ来る前に寄った朝鮮の人々は彼らを警戒して無愛想だ

ったが、琉球の住民はおおらかで親切だった。バジル・ホールは帰英後、琉球での体験記を出版した。

この本はベストセラーとなり、オランダ語やフランス語にも翻訳された。 

それからさらに 80 年近く経った 1893 年（明治 26 年）、もう一人のバジル・ホールが琉球（この時、
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地名は沖縄に変わっていた）を訪れた。その人物はバジル・ホール・チェンバレンである。彼はバジル・

ホール艦長の長女、エライザの息子である。つまり、バジル・ホール艦長の孫ということになる。 

チェンバレンは明治政府のお雇い外国人で、東京帝大などで言語学を教え、在日生活は38年に及んだ。

彼は日本の古典文学を研究し、「古事記」を英語に翻訳したが、最大の功績は俳句を西洋に紹介したこと

である。彼自身も「王道」と称し、俳句を詠んだ。 

チェンバレンが沖縄を訪れたのは学者としての興味からだが、祖父のバジル・ホールの足跡を辿って

みたいという願望もあったのだろう。彼は帝国大学の教授だから、沖縄県令（知事）はじめ地元の有力

者から歓待された。アダムスが会った沖縄県令が元薩摩藩士の奈良原繁であったという事実は興味深い。

なぜなら奈良原はあの有名な生麦事件を起こした張本人だからである。 

生麦事件とは 1862 年、武州・生麦村（今の横浜市鶴見区）で薩摩藩主、島津久光の行列を横切ったイギ

リス人が薩摩藩士に斬りつけられ、殺された事件である。その時、イギリス人に刀を振るった藩士こそ

奈良原繁（事件当時の名前は喜左衛門）だったのだ。 

チェンバレンが奈良原と会った時は生麦事件から 31 年が経ってい

た。多分、チェンバレンは事件のことを知らなかっただろう。幕末か

ら明治維新へと時代が移り変わる中で、国と国の関係も、人の立場も

大きく変わっていた。イギリス人のチェンバレンに応対した奈良原は

ひそかに往時を思い出し、ある種の感慨を抱いたに違いない。 

チェンバレンは沖縄に約一ヵ月滞在し、精力的に昔の文献を調べ、

またさまざまな場所を見て回った。奈良原県令の斡旋で、首里の役所

に保存されていた16世紀の貴重な歌謡集と祈祷集、それに古語の語彙集の写しを入手することも出来た。 

バジル・ホールがイギリスの軍艦で琉球に来てから約 80 年、その孫のバジル・ホール・チェンバレン

が同じ地を訪れ、学者として琉球の文化を調べて回った。そこに血縁が織りなす不思議な巡り合わせと

ともに、イギリスと沖縄をむすぶ目に見えない縁が感じられる。その縁は今も続いていると私は思う。（終） 

 

 

 

 

 

 

 
 

スコットランドの風景 

                              野口善男 
                           

イングランドは平地が多く高い山もありませんが、スコットランドは山あり谷ありで日本と同じような

風景があって何となく心が和みます。ロンドンに留学してノイローゼになった夏目漱石がスコットラン

ドのピットロッホリーに行ってその風景に癒されたと言われていますがよく分かるような気がします。 

と言うのは僕もその 1 人だからです。 

エジンバラから車で北上 1 時間半位でピットロッホリーに着きます。真ん中に川が流れて両側が緩やか

な丘になっている村です。 

僕の故郷は群馬県の山村にあります。東京から電車で行くと駅に近づいた時に見える風景がピットロッ

ホリーの村に入る時とそっくりに見えます、少なくとも僕には。ホッとすると共に一瞬故郷に戻ったよ

うな気分になったものです。 

漱石が僕と同じ風景に癒されたとは限りませんがスコットランド

には日本的と言うか、とにかく日本の田舎を髣髴させるものがあ

ることは確かです。 

 

もう一つ日本企業がスコットランドに工場を設立した時の話です。

当時スコットランドはアメリカのシリコンバレーに対応してシリ

コングレン（グレンはスコットランド語で谷を意味します）と呼
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ばれていました。コンピューターのＩＢＭをはじめ世界的に有名な電子情報技術や半導体関連の企業が

工場を作って操業しておりました。勿論日本の企業も工場を進出しておりました。その中に半導体の基

礎材料では世界的に有名な企業があります。 

これはその会社が工場を設立する場所を決めた時の話です。 

その時の社長は群馬県出身でした。その社長が最終的に現地を見て決めたのですが、何でもその時社長

の奥様も同行していたらしく「アンタここにしなさい」と言って決まったとか．．．。 

群馬県（上州）は空っ風とかかあ天下で有名です。この奥さんの一言で決まったと聞きましたが真偽の

ほどは分かりません。 

それはともかくこの工場の敷地は小高い所にあり、はるか北側にはスコットランドの低い山並みが見え

ます。その風景が僕の故郷と良く似ているのに吃驚するとともにまた懐かしくもなりました。 

実はこの会社の主力工場は僕の故郷の町にあります。僕がスコットランドで懐かしく思った山並みはこ

の工場からも眺望出来ます。それで社長や社長夫人も案外潜在意識として頭のどこかに在ったのかも知

れないと思ったりしております。 

 

スコットランドの風景が日本と良く似ていることを僕の体験に基づいて書きました。 

皆さん是非スコットランドに旅行してみてください。特に山あり谷ありのハイランド地方をお勧めしま

す。漱石ならずとも日頃のストレスが解消され癒されること請け合いです。 

 

 

 

 

 

 

ブラックタイ 

 

                                       野口善男 
 

 

これをお読みの方はブラックタイが男の正式な夜会服のことであることはご存知のことでしょう。これ

は数十年以上も前のこと、戦後の日本が国際社会に復帰した頃のお話です。当

時の日本は造船業が盛んで全世界に貨物船やタンカーを作って輸出していま

した。或る造船会社がイギリスに貨物船を輸出しましたが、その引き渡し式が

ロンドンで行われることになりました。勿論船を作った造船会社の社長さんも

招ばれました。この社長さん実際に船を作った造船所の所長も連れて行くこと

にしました。それで所長を社長室に呼んで「オイ、服装はブラックタイだから

ナ用意しとけヨ―」 「ハイッ」とかしこまって返事をしたもののこの所長さ

ん不審でしょうがない、あんなもの三越に行きゃ３００円もしないでいくらで

も売っているのに何んでわざわざ俺を東京本社の社長室に呼んで言うんだろ

う、たかがネクタイくらいのことで―という訳です。一方社長は社長で所長があっさり返事をしたもの

ですから不思議でしょうがない。確かにあいつは常務で給料も沢山もらってはいるが、でもブラックタ

イをオイソレと買えるほどじゃない、奥さんの実家がそんなに金持ちとは知らなかった―と社長は社長

で思いこれはこれで終わりました。さていよいよ当日です。 

くだんの所長さん三越で買った「黒いネクタイ」をして意気揚々ホテルのロビー

へ行くべく階段を一歩踏み出したとたんハッと「ブラックタイ」が何を意味する

のかが分かったという次第です。さぁそれからが大変、でもイギリスは良くした

もので貸衣装屋さんが至る所にあります。チビでもデブでもノッポでもあらゆる

サイズをもの揃えています。そのお陰で瞬く間に貸衣装のブラックタイが調達出

来てレセプションにも無事間に合って一件落着となったという次第です。 
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心の神秘                   

                                     小川のり子 
                                     

日頃、我々は心で物を感じたり、考えたりしてそれに基づいて行動してい

る。が、その心とは一体どんなものだろうか？ 温かい心、冷たい心、心

の喜び、心の悲しみ、心の怒り、心の妬みなどを司るその姿の見えない心

は存在するのだが、どのようなメカニズムが働いているのだろうか。これ

らを突き詰めて回答を与えてくれるのは、心理学者の領分であり、私には

説明のしようがない。その代りとは言えないが、今日は、「存在すれども

姿は見せず」の不思議な心の現象をご紹介したい。これらは心の中に潜む

意識と無意識の狭間を“往還した体験話”と呼んでおかしくないと思われ

る数々である。そしてそれらは単なる心の悪戯
いたずら

と無視出来ない、何か深い

意味合いが存在するように思われてならない。 

                            

胎内記憶の夢 

昔、ある作家の自伝で、「私は母の胎内にいた時の自分を夢の中で記憶していた・・・」言う文章に出く

わし、まさかと驚いた。しかし後年、自分の見た夢をあれこれ分析していた時、「もしや？」と思われる、

似たような事象に思い当たり、より驚いた。この夢は私の 20 代の頃、間隔を置いて何度かあらわれた。 

 

  洞窟の中に私は立っていた。光源がないにも拘わらず、周囲の状況はうすぼんやりと見ることが出

来た。やっと立っていられる狭い洞窟で少々息苦しいほどであった。とにかくここから抜け出さな

ければならないと気持ちが焦るのだが、その方法は考え付かない。前方に僅かな隙間が見えるので、

体をリンボー・ダンサーのように平らにしてみたらと思ったりしているが、それは不可能な事も分

かっている。その時、その隙間がいつの間にか大きな水源に変わり、それを潜り抜けると向こう側

に行けるかも知れないと気が付いた。しかしその向こう側に出口があるかどうかは分からないし、

その上、何分間も息を止めてその深そうな水をくぐりぬける勇気はなかった。どうしようかと思案

しているところでいつも私の夢は終わった。 

 

これが母の胎内での体験かもしれないと思わせたのには理由がある。子供の頃、祖

母や母たちの話の中に、「この子は逆子だった」と言うのがあった。母が難産で苦

しんだとは聞いていないが、今更それを確かめようもないが、羊水とともに頭から

スルッとではなく、足から逆さに出て来るのは胎児にとって普通以上に“難しい”

芸当だと思われた。私は何度かためらった後、必死にもがきながら出て来たのでは

ないだろうか。それと、もう一つこの夢におまけがある。後年、心理分析家にこの

夢と前述の私の解釈を加え話したことがあった。それに対し「あなたがそう信じるのなら、それはそれ

で良いのでしょう」とつれないコメントが返って来た。という事で“夢の解釈”に真相を見出すことは

とても出来るものではないと思い知らされた。 

 

臨死体験      

これは或る友人から聞いた話である。 

 

腸炎で入院していた彼女の母親の容体が悪化し、親族が枕元に集められた。もう時間の問題であると医

師から勧告を受けていたので、みんな一心に目が硬く閉じられたその顔を見守っていた。その時病人が

フーッと深い息を吸い込んだと思うと、その目を開いて、周りの自分を覗きこんでいる顔を不思議そう

に見上げた。「みんなそんな悲壮な面持ちでどうかしたの？」と言わんばかりの顔付であった。それを

境目にして、以後しばらくは入院を続けたが、その内元気になって退院した。 

数年後、彼女の母親は物心付いた娘に、自分が病院で見た夢の話をした。勿論その婦人は、臨死体験な

どと呼ばれる学術用語も知らず、似たようなケースも知らずのことであったそうな。 

 

暗くて長い廊下をそろそろと歩いていた。２～３メートル前に、尼僧が歩いていて、時々立ち止まり、 
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後ろから彼女が付いて来ているか確認し、止まっていると白い手で手招きし、彼女の歩行を促した。何

度かその動作を繰り返しているうちに、黒い大きな門の前にきた。突然、その戸が開くと、その向こう

は輝くばかりの光に満ち溢れ、一瞬目がくらむばかりであった。そしてその光の中に百花繚乱の花園が

あった。その尼僧の姿は花園の前で、輝く光の中に溶け込んでしまいそうであったが、自分を手招きし

ているのはかろうじて見極めることが出来た。しかし、手招きされた彼女はそこに行くのがなんとなく

躊躇された。どこかで「行くな」と声が聞こえたのかも知れない。フーッと深く付いたため息が、彼女

を現生に呼び戻すサインだったとは、その時知る由もなかのだが。 

 

立花隆さんの著書にそのものずばり「臨死体験」と呼ばれる 2巻本がある。それによればこの種の話は

世界各国でも記録されているらしく、多くの人々が、「似たような」体験談を語っているそうだ。どう

も天国への道筋は暗い一本道で、行き着く先は“光と花々”にあふれている場所らしい。しかし、反面、

地獄への体験談が皆無なのが不思議な気がしないでもない。 

 

虫の知らせ 

これは前述した友人自身の話である 

 

ある夜、突然の音に目をさました。寝室の壁の裏で、サラサラと壁土が流れ落ちるような音を聞いたか

らである。ベットに起き上がってもまだその音はサラサラ、サラサラと続いていたので、思わずその壁

の当たりを触ってみた。しかし、なんの変化も見られなかった。すっかり目が覚めたので、今、何時頃

かしらと、時計を見ると針は午前 3時 15 分を示していた。それからしばらくして、彼女の夫が入院して

いる病院から電話があり、「ご主人が息を引き取られました。時間は 3時 15 分でした」の報を受けとっ

た。あの音は彼がさよならを言いに来たものだったとすぐ気が付いたので、その時は思いのほか冷静に、

「ああ もう知らせを受けています」と心の内で呟いた。しかし彼女は、夫が逝ってしまった事実を心

底から受け入れるのに、以来、10年近い歳月を費やしたとも告白していた。 

 

似たような話は藤村の「破戒」でも描かれている。主人公の教員、丑松が宿直の夜、父が自分の名を呼

ぶ声を聞く。何度も何度も繰り返し聞こえて来るので、青ざめた彼を見て、同僚が気のせいだ、私には

何も聞こえないと慰める。が翌朝電報で、父親の急死が伝えられた。 

 

この虫の知らせと言う表現は興味深い。広辞苑を引くと「予感」とあるが、体内に巣

食う虫が我々の心・潜在意識に何らかの影響を与えるという考え方は道教に由来する

と物の本にある。悪いことが起こるのは全て虫のせいにしてしまう事らしい。それで

は少 「々虫が良すぎる、自分のことは棚に上げて」と虫が怒りそうな気がするのだが。

虫様の気分を害したついでに付け加えると、虫の居所が悪い、腹の虫が治まらない、

虫がかぶる、虫が好かぬ、虫をさする、虫をわずらう、虫が付く と色々あるようだ。 

 

超常現象 

これは別の友人からの話である。 

 

パラノーマル現象と言えば、椅子やテーブルがガタガタと勝手に動き出したり、寝

ていたベッドが天井近くまで跳ね上がったり、突然ナイフが飛んできたりと、不気

味で騒がしい場面を想像しがちである。しかしこの話はもっと湿っぽく地味な話、

人気のない部屋でオルゴールが勝手に鳴りだした話である。 

 

ある夜、トイレの帰りに彼女の亡くなった母の部屋の前を通りがかると、中から微

かな旋律が聴こえて来る。誰もいないはずなのにと思いながらドアーを開けて中に

入るとテーブルの上のオルゴールが曲を奏でていた。それは何年か前に母親の誕生

日に贈った、“Happy Birthday”のメロディーを奏でるものであった。彼女はしば

らくその前に座り、逝ってしまった母を偲んで涙をながした。しかしこの現象はそ

れからも度々続いたそうだ。特に彼女が落ち込んだりしていると、その夜このオルゴールがメロディー

を奏でだす。その部屋に入ると姿は見えないが人の気配がする。そして彼女が、悩みや悲しさを切々と
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訴えている間中、その人の気配がしっかりと彼女の話を聞いてくれている、と彼女にそう思わせる何か

が潜んでいたそうだ。母親が亡くなって 5年たち、やっと母の死と言う現実を受け入れることが出来る

ようになった彼女の前にはもうこの現象が現れなくなったともらしていた。 

 

ヴィクトリア朝の大きくて寒々とした部屋の一室から、夜な夜な誰もいないはずなのにオルゴールの音

が聞こえて来る。それに吸い寄せられたように一人の女がその前に座りこんで、身の不幸をさめざめと

泣きながら誰かに訴えている・・・なんてと想像すれば、これはホラー映画そのもののシーンでもある。 

この友人は非常に現実的な人間で、華僑の血を受けているせいか投資に強く、家作を 10 件近く所有し、

株価の動きにいつも目を光らせている人物である。しかし彼女の心はそんなことにはお構いなしに、オ

ルゴールの音を聞いて、亡き母を想い、泣き出すほどのソフトな部分も持ち合わせているようだ。 

 

霊感 

以下の３話は、知人からメールで送ってもらった話である。いずれも彼女の友人からの話であるそうだ

が、ご本人はこれらの話の中に出て来る「霊の存在」を信じると明言される。過去に、彼女の亡くなっ

た父親が夢枕に立ち、「私は死んでいないよ」と伝えたのは、彼女がその時点で現実としてその死を受

け入れていなかったから・・・と解釈しているともメールに書かれていた。 

 

祖父母は彼女が小さい時に亡くなったので、はっきりとその存在を記憶していないと友達は言った。然

し夢の中にしばしば老人夫婦が出てきて、ベンチに座りながら「寒い」とか「冷たい」というようなこ

とを言って嘆く。友達にはそれがもしかしたら自分の祖父母ではないかと思ったので、母親にその 

夢の話をしたところ、そうかもしれないと答えたそうだ。が、どうして娘の夢の中に出て来て「寒い」

とか「冷たい」というのだろうと不思議に感じていた。それから暫くして、墓参りに行ったところ、納

骨場所に雨水が入り込んでいた。それを見て、「ああこれだったんだなー」と母親は納得した。勿論雨

水を抜いて、その場所を修理したら、それ以来、娘は老夫婦の夢は見なくなったと母親に報告した。 

 

女友達が４人集まっておしゃべりに興じていた。その内の一人が「ここに男の人がいるわ」と言ったの

で、招いた本人が「となりの部屋に夫が寝ているの」と答えたら、そうではなくて「見知らぬ中年の眼

鏡をかけた男性」だと答えた。それは早生した自分の父親かもしれない、と思ったのでそのように告げ

た。霊感のある友人は「その人があなたに付き添って何時も貴女を見守ってくれている」と告げたので

驚いた。父親はまだ１０代だった彼女を残して逝ってしまったことが心残りだったようで、いつもそば

にいて娘を守っているかのようだ。 

 

友人の夢の中に亡くなった母親が出てきて「重いわ」「重いわ」としきりに訴える。何が重いのか分か

らず気になりながらもそのままにしていた。しばらくして、母親の墓地を訪れた際、その訴えの謎が解

けた。実は母親の墓石の上に木が倒れていて、それが重い重いと娘に夢の中で告げていたのだった。木

を取り除いてしまうと、以後、彼女は夢には出て来なくなった。 

 

前述の現象の２つや３つは我々のごく身近でも度々聞かれるはなしである。信じるか信じないかは本人

次第だが、どうしてこんな予感、霊感、予知能力が起こりうるのかと不思議な気がする。 

普段我々は意識して物を考え、行動していると思っているが、もし知らぬうちに自分の中に潜む無意識

にも影響されていると考えると、自分自身が部分的に“未知の領域”にも身を置いている・・・とも考

えられる。それだから、思わず本音や失言が飛び出したり、自分の心の二面性に気付いて驚いたりたり、

突然インスピレーションが湧いてきたり、良いアイデアを思いついたり、太陽を喜び、暗闇を嫌い、夢

を見たり、空想に耽ったり、理由なく何かを病的に恐れたり、誇大妄想に陥って自分を王様に仕立て上

げたりするのかも知れない。 

そういう意識に浮上して来ない無意識の世界の存在もあるかも知れないと思えば、それを受け入れるこ

とによって、自分自身の“世界”がより大きな広がりを見せてくれるのではないだろうか。 

今まで会得した知識や経験を生かしながら、自身に内在する無意識をも認めてうまくバランスを取りな

がら生きて行けば、より豊かな晩年の成熟期を過ごせるような気がする今日この頃である。 

これを執筆するに当たり３人の方々から談話を提供していただきました。ここに改めて感謝の意を

表します。 ひと志・デンマン、キャサリン・タン、日出美・ヴァンダースケイフ 
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三途の川 

                                         岡部道 
 

春休みで帰省しておりました。私の部屋は離れにありました。１１トントラックが数台入る車庫の二階

に日本間が３つと洋間とトイレがあって、一つ目の部屋は兄、次が客用、３番目が私の部屋です。南側

が１間幅の廊下になっています。朝起きて母屋に行こうと部屋を出てカーディガンに手を通しながら廊

下を階段に向かって歩いていて柱に肘をぶつけました。経験のある方はお分かりだと思いますがビリビ

リと電気が走ったような感覚があってそのあと胃のあたりが乗り物酔いの時のような気分になりました。

階段は高く、途中まで降りましたが大きな鏡のついた踊り場まで来てここで少し休んで気分が直ってか

らあとの半分を降りようと思い階段に腰を掛けました。記憶はそこまでです。 

 

あとで聞いたことですが下でトラックの整備をしていた運転士たちが物音を聞きつけて階段とドアの間

に挟まっていた私を見つけて母屋の座敷に運んだのです。お医者様が来て「今日は大丈夫でも明日にぽ

っくりなんてこともありますから注射をしておきましょう」と言っているのが聞こえます。注射の嫌い

な私はいやだなあとは思いましたが注射を打たれた感覚はありませんでした。見舞いに来ている隣近所

や親戚の人達が話している声も聞こえました。「どこどこの誰ちゃんが亡くなったのも２１の時だったな

い」などと枕もとで話しているのです。「聞こえてるよ」と言おうにもどうすれば目を開けることができ

るのかわかりません。 

 

川の岸に立っていました。川は満々と水をたたえて左から右に流れています。急な流れです。対岸が見

えます。着物を着て髪を結った女の人の姿が見えますがはっきりしません。陽炎がたっているようです。

対岸は暖かく和やかな感じがします。向こうに行きたいと思います。川の流れと水の色は今もはっきり

と覚えています。川を渡るのにその辺にもやっている舟はないかと見まわしますが見つかりません。そ

の時後ろで「道子っ、道子っ」と私を呼ぶ母の声がしました。いつも静かな母が切羽詰まった声で呼ぶ

のです。「うるさいなあ」と振り返りました。「気が付いた、気が付いた」と騒ぐ人たちが布団の周りに

いました。 

 

あれが三途の川だったのですね。英国に来てからそのことを話しましたら同じような経験をした人の話

をまとめた本を見せてもらいました。手術台に乗っている自分を上から見下ろしていて「子供とうまく

やっていけない妻を残して逝くわけにはいかない」と自分の体に戻った人の話。老婦人があちらに行き

たいのに集まった身内がベッドの周りでお祈りするので戻ってきてしまう、お願いだから安穏にあちら

に行けるようにお祈りしてと頼む話。長く暗いトンネルが目の前上方に伸びていて先のほうにとても明

るい光が見えていたといった話。などなど。 

 

祖父の時です。先ほど「ばあさまが迎えに来た」と言ってから祖父はこんこんと眠っています。祖父の

座敷です。布団の周りには身内や近所の人たちがぐるりと座っています。私は布団の裾のほうです。眠

っていると思っていた祖父が目を開けました。そして一座の人たちを見まわしました。その時、父の友

人で仕切り上手の中丸さんが「じいさま、大丈夫だ、心配しなくていいぞ、安心して行きな」と言いま

した。それから祖父は何回か荒く息をして私はその呼吸を数えるようにして見守っていました。深く息

をしたと思ったらその次がありませんでした。「じいちゃん、息して、もう

一回息して」と私は心の中で叫びました。もう一回息をしてこの世に一緒に

いてほしいと願ったのです。 

 

母の時です。１月１日、お天気の良い明るい病院の朝です。おめでとうと言

いながら私と妹は母の顔をきれいにしていました。小高い丘の上に建てられ

て見舞いでなければホテルの感覚で訪れられるきれいな病院です。急に容態

が変わりました。元日なのに担当のドクターがいました。ベッドを特別な部

屋に運び入れて応急措置を始めました。病院は各階に家族用の大きな談話室があり、そこに集まってい

た孫、ひ孫までよばれてその部屋に入りました。措置をしていたドクターが「呼んでください，呼んで

ください」と叫ぶように私たちに言うのです。私が三途の川の岸に立っているときに母が私を呼んだよ

うに呼べば戻ってくるとドクターも信じているかのように聞こえました。母は戻っては来ませんでした。 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiY3afEj-fgAhWyzoUKHaV8C74QjRx6BAgBEAU&url=https://happy-science.jp/info/category/spiritual-world/other-world/&psig=AOvVaw26Z-rI25eVgejIBnmp4QTk&ust=1551741858216115
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子供の持つ不思議な力                                                        

ビドル  惠 

 
  シャーロック・ホームズの生みの親、アーサー・コナン・ドイルは、スピリチュアリストとしても有

名で、死後の世界の存在を証明しようとする“The Ghost Club”の会員であった。超能力(Supernatural 

power)や超常現象(Paranormal phenomena)、心霊/霊媒(Psychic phenomena)も信じて疑わず、自ら実験

に立ち会ってはサイキック・ジャーナルに数多くの見解を発表していた。 

  これに対して、当時エスカポロジスト(手錠や鎖などの拘束からすり抜ける)として世界的に知られて

いた、マジシャンのハリー・フディーニは、これらの力を詐欺だとして真っ向から否定していた。彼は

母親の死後、霊媒師に母との交信を依頼し、霊媒師が声音を使って「ハリーや、

私は今や神の元に召されて、幸せですよ」と十字を切った為に、「僕の母はユ

ダヤ教徒です」と詐欺を暴露した逸話がある。 

  フディーニはドイルを自宅に招き、超能力者や霊媒師を装って不思議を起こ

し、ドイルを驚かせた後にそれが全てマジックのトリックだと披露して、ドイ

ルの信じ込みが、間違いである事を正そうとした。だが、フディーニの種明か

しに納得のいかなかったドイルは「彼こそ超能力者である」と反論して生涯自

説を変えなかった。ただし晩年になってドイルは、自分の信念に一縷の不安を

抱いてはいたようだ。 
 コナン・ドイルとフディーニ 

  今春号は、この超能力や臨死体験、未知/無識の世界、等々がテーマとの事。私はこういう不思議な話

が大好きで、どちらかと問われれば「超能力は信じたいが、霊媒は信じ難い」と言ったところである。

皆様から沢山のお話が寄せられる事を願いつつ、私の体験も幾つか(大したこと無いんですけどね)紹介

させて頂く。 

  信じるか否か、貴方はドイル派かフディーニ派か？御意見を聞かせて頂けると幸いだ。 

   

『鬼憑き』    

  私の父方は何代も遡れる程、由緒ある家系だったが、時代/時世の動きを読むのに卓越していたのか、

いち早く士分を捨てて蝦夷(北海道)に入植して、人も寄り付けぬ僻遠難所の地に移り住み、漁師となっ

て生きた変わり者であった。そしてこの血筋には、代々千里眼が出るという評判があった。なかでも明

治の頃に網元となって財を成し、鰊番屋(洋風の建物で鰊御殿とも呼ばれた)を建てた御先祖様は、当主

の時に豊漁不漁をピタリと言い当てて、一度も外した事が無かったそうだ。その後も一家は、天候の予

測や漁法の工夫などを人々に指示する、空見/知恵者としての地位を代々保ち続けたのである。伐採と開

墾で汗と泥まみれになり、日焼けと寒風で真っ黒になって生きた開拓農民達と違い、父の家系は色白で

鼻梁の通った顔立ちと、長身で細身の体型を持ち、神経質で手先の器用な人が多かった。 

   

  私が子供の頃は、この父方の血筋が濃く表れて “疳”の強い子と呼ば

れていた。他の子供と一緒に遊んだり大声をあげて騒ぐのを嫌い、無口で 

一人で居る方を好んだ。人と交じる事があった夜中には必ずひきつけや高

熱を出すという、腺病質で手のかかる子供だったらしい(今とは、えらい

違いだ)。地方に依っては “癇の虫” 或いは “鬼憑き”などとも言わ

れ、心が未だ純粋な子供の頃に、周りの気配を良いも悪いも敏感に感じ取

ってしまう子供の事であった。 
                           私の小さい頃 

                      

そうした子供の肉体的特徴として、白眼が青みがかっている事が挙げられる。産まれたての赤ン坊の目

は、血の色が透けて見えるほど白眼が透き通っており、育ち上がるに従ってその透明度を失い、敏感さ

も無くなって行くのだが、偶にこの青味がかった白眼を何歳になっても保ち続ける人がいて、どの分野

であれ勘の良さを発揮して成功したり(特に芸術家に多い)、或いは“霊感の強い人”とも呼ばれたりす

るのだ。 
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  私の無口は学齢に達しても変わらず、自閉症の疑いさえ持たれた事もあったが、おとなしかったせい

か、自分に似ているという理由からか、子供嫌いで、息子や上の娘を側に寄せ付けなかった父に随分と

可愛がられ、胡座の中(膝の上)に入っては、分かりもしない大人の会話を聞いて育った。 

  父の茶飲友達の中には心根の優しい人も多かったが、戦後の混乱を生き抜く為には、他人を陥れる事

も厭わない輩も居た。三つぐらいの子供は大人より鋭いところがあるから、話している内容が分から無

くとも、そこから滲み出る人なりや隠している悪心を見抜く事が出来る。私はそれを敏感に感じ取って

いたらしく、良い人にはニコリとする時もあったが、反対に顔を強張らせて嫌い、絶対に近寄らない人

もいた。2015 年の春号に、私が小さい頃に見た夢は『自分が自分でない何か別の物になって、自由に空

や地を駆けまわる楽しいものが多かった』と書いたが、そんな悪心を感じとった日の夜は、決まって恐

い夢を見て(今となってはその内容を思い出す事も出来ないが)夜泣きをし、熱を出したそうだ。 

 

『胸騒ぎ』 

  小さい時から毛がフサフサした生き物が大好きだった。祖父母の農場を始め、両親も動物好きだった

から、常に沢山の生き物に囲まれて育った。普通小さい子供は動物の気持ちが汲み取れずに、いきなり

抱きついたりするから、動物も小さい子供が苦手だ(大概、犬に噛まれて大怪我をするのは子供や、甲高

い声を上げる女性が多い)。私の場合は無口さが幸いしたのだろう、私が動物に寄せる好意/気配を、動

物の方も敏感に察知して好いてくれた。おかげで “凶暴で手がつけられない”という、札付きの土佐闘

犬を家で引き受けた時も、私はその犬にさえ噛まれた事が無かった。 

   

  父の友人の中に、営林署の伐採作業を生業にしていた Mという人が居た。寡黙な性格で、お喋りの父

と気が合い、仕事が休みの日には家にやって来て、長い時間を過ごす仲だった。 

  M さんは独り者で、伐採の仕事にも単身で山に入る事が多かったので、羆(ヒグマ)からの護身用に大き

な ビデという名のジャーマン・シェパードを飼っていた。賢い雌犬で、彼の行く所は何処へでもお供し

たから、当然我が家にも追て来た。Mさんは最初ビデを、玄関の土間で待たせるつもりだったらしいが、

同じ犬種を飼った事がある父は「家に上げて良いよ、上げろ上げろ」と進めたので、以来ビデは茶の間

に上がって行儀良く伏せをして待つ事になった。ビデと私は直ぐに気が合って仲良くなり、真面目な顔

で並んで座わっては「大人の会話が分かる振りをしてるところ迄、良く似てきたね〜」とからかわれた。

私は Mさん(ビデ)が遊びに来る日を楽しみにしていた。 

  そうしたある日、ビデだけが突然、家にやって来た事があった。両親が「どうしたの、あんただけか

い？ M さんと一緒じゃないの？」と聞いてもビデに答えられる訳がな

かったが、不思議に思って近づいた私には、彼女の打ちひしがれた気配

と悲しみが痛い程伝わって来た。それは胸騒ぎとなって大きくなり、私

は「Mさんに何かあったよ」と訴えたのである。 

  父も何か感じるところがあったのだろう、“子供のたわ言”で済まさ

ずに、先ず M さんの家が留守なのを確認してから営林署に問い合わせ、

Mさんが伐採に入っている予定地の捜索を願い出てくれた。狩猟の趣味

で一帯の山々に詳しかった父は、自らもビデを伴って捜索隊に加わった

ところ(ビデはちゃんと Mさんの所まで戻ったらしい)、死後かなり経っ

た Mさんの遺体を発見したのだった。 
ジャーマン・シェパード 

  小さい子供には辛い話なので、大人達は私の前ではあまり語らなかったが、それでも切れ切れの話を

繋ぎ合わせると大凡の察しがついた。Mさんは作業中にチェーン・ソー(両手で持つ大型の電動ノコギリ)

の操作を誤って内腿に大怪我を負ったらしく、止血しようと手ぬぐいやベルトなどで縛った跡があった

が、助けを求める事も出来ずに失血死したようだ。これがテレビドラマなら、名犬ラッシーが直ぐ山を

駆け降りて救助隊を連れ戻り、ご主人様を救ったところだが、現実には無理である。 

  主人に忠実でピッタリ付く訓練をされたビデは、次第に弱っていく Mさんにずっと寄り添い、息を引

き取った後も暫く側に居たらしい(私はビデの体に染み付いた、Mさんの血の匂いと無念を感じ取ってい

たのかも知れない)。独り住いだった為に長いこと誰にも気付かれず、山の中で一人で逝った Mさんはと

ても気の毒だったが、主人に死なれても諦めがつかず、飲まず食わずで幾日も側に居続け、絶望して山

を降りても行く所が無かった為に、私達の家に来たビデの悲しみは大きかった。 
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  これも何かの縁とビデは家で引き取る事にしたが、食べ物を一切受けつけず、手に持って食べさせよ

うとしても、顔を背けて「もういいんです〜 私はご主人様の所へ行きたいんです」と決心しているのが

判った。ビデは間も無く M さんの後を追うように死んだ。 

 

『予感』    

  他の子が遊んでいるのを見ていると「あの子が転ぶナ」とか「怪

我をするぞ」と感じる事があった。そして、そう感じた途端に必ず

その通りになったから、無垢だった私はそれを面白いと思うより、

まるで自分がその子を転ばせてしまったような錯覚に陥いって怖

かった。小学校に上がって学年が進むに連れ「危ない、転ぶよ」な

どと言っても、注告として自然に受け入れて貰えるようになったの

で気持ちに余裕が出来、異常な程の無口さからも徐々に解放され

た。 

  大人になって化粧品の売り子をするようになった時は、百貨店の

化粧品売り場は大概店の入り口近くだったので、子供達がガラスの

大扉を開け閉めして遊んでいる内に、手を挟んで怪我をしたりと

か、エスカレーターではしゃぎ回って、転がり落ちて来たりする事

に度々出くわした。                        化粧品の売り子の頃 

  私は「怪我をするなァ」という予感がする毎に注意をして「煩いなぁ、ババァ!」などと言われていが、

前もって身構えて居る分、誰よりも早くエスカレーターの非常停止ボタンを押しに走ったり、挟まった

手を支えて助けを呼んだりする事が出来た。反面、子供達が売り場を走り回って小煩い時などは、罪悪

感が無くなった分「転んで泣け!」とか念力を飛ばして転ばせ、ひとりほくそ笑んで楽しむ〜という事も

した(子供好きの方には申し訳ありません)。 

 

  自分に降りかかる危険の予感も、極小さい赤ん坊の頃からあった。貧窮に疲れきった母は、仕事を終

えて帰る夜道に、縊死を覚悟して度々踏切に座り込んだらしいが、列車の振動がレールから伝わって来

る頃になると、決まって背中におぶられた私が火の付いたように泣くので、思い留まる〜という事を繰

り返したそうだ。大人になって「惠が泣いたお陰で、今生きている」と教えられた時は涙が出た。 

  小学生の時は、皆んなで川遊びをしている最中に自分だけ溺れるなァ〜という予感がして、その通り

になった事があったし、中学生の頃に、兄と一緒に屋根裏によじ登ろうとして天井を突き破り、脳天逆

さ落としになって病院に担ぎ込まれた時も、通勤ラッシュ時の新宿駅で、人並みに押されて列車とホー

ムの間に脚を落とし、見事に挟まって身動き出来なくなり(山手線を何分か止めてしまった!)、サラリー

マンの小父さん達に引っ張り上げて貰った時も、直前に「あっ落ちる!」としっかり感じた。しかし、悲

しいかなこの予感の訪れは、加齢と共に段々と遅くなり、もう少し早く分かれば、災難から逃れる事も

出来たのに０. 何秒か前に感じるのでは全く役に立たず、「え〜っ⁈」と思う間に落ちてしまうのだった。 

    

  他の人に起こる事故の予感は今でも時々あって、例えば、脚立に乗っている人を見て「アッ落ちるぞ」

と思ったらまず現実化するので、私はなるべく見ないように心がけている。見ていなければ何も起こら

ない〜と言うのは、考えように依ってはちょっと怖い。姉の場合は私と逆で、成人する頃から父方の血

が濃くなってきて白眼の青さが増し、羨ましい事に予感の訪れも早い。遊びに来ていた友達の家の火事

を察知し、直ぐに帰宅させたので、小火(ボヤ)で済んだという事もあった。  

 

『地震の予知』 

  半世紀以上も前の厳寒の北海道では、屋根裏に住む家鼠ですら暖を欲しがり(足寄町は、盆地の為に底

冷えがし、真冬の早朝は－30度を切った)、信じられないかもしれないが、人の布団の中で越冬するよう

になる。狭い借家での私と姉の寝床は、決まって押入れの上下段を(ふすまが有るのですごく暖かい)改

造したものだったから、うっかりすると鼠に布団を齧られ、綿の中に巣を作っては、丸裸の子供を半ダ

ースぐらい産んで居たりした。そんな中に、寝相の悪い姉では落ち着かなかったせいか、必ず私の布団

に潜り込んで眠り、朝になって母が起こしに来ると、枕元から脱兎の如く逃げ出す鼠がいた。 
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  ある日、学校が休みなのをいい事に、暖かい布団の中でいつまでもグダグダと眠り続けていたら、睡

眠と覚醒の狭間では “金縛り”という状態になりやすい事は、夢の話の時にも書いたが、私は鼠が足元

を走り回る夢とも現実とも分からない感覚に陥り、身動き出来なくなってしまった。 

  その内に鼠は段々身体の上の方に上がって来て、顔の前に置いた私の手

の人差し指を噛んで引っ張るようになった。「あゝ これが、鼠に引かれる

って事なのかなぁ〜」と思っていたが(未だパニックしていない)、その噛

まれる感覚が次第に強くなって痛くなり(皮膚を破る程では無いけれど)、

引っ張られる強さに驚いて、私はやっと金縛りから解放されたのである。

布団の上に起き上がって「夢じゃ無くて、本当に噛まれたんだ〜 何でだろ

う?」と思いながら指を摩っていると、間もなく地震が起きた。 
     家鼠    

 これは 60年代に起きた十勝沖大地震で、海岸線から遠く離れた足寄町でも震度６を記録した。この後

何日も余震が続き、怖い思いをしたのを記憶している。日頃の暖のお礼なのか、私を仲間と思ってか「早

く起きて逃げなさい!」と起こしてくれた鼠に感謝した。 

 

  動物は自然の異変に敏感で、地震の起こる直前に鳥達

が一斉に舞い上がったり、草叢の虫がピタリと鳴き止む

事などが挙げられる。日本ではナマズが騒いで地震を報

せる〜とも言われているが、地震の少ないイギリスに住

んでいる為か、我が家の水槽に25年も棲息する“Spotted 

Raphael Catfish”(エクアドール産、小型で黒地に白い

点々の綺麗なナマズ)は、餌を食べる時だけ隠れ処から出

て来るのみ、安穏とした生活を送っていて役に立ちそう

にも無い。                          我が家のナマズ 

  そんな動物の敏感さを持ち合わせていない私が、地震を予測する手段としているのが “地震雲を見分

ける”という事くらいか。地盤が押し合うエネルギーに依って気圧にも

変化が現れ、大地震の前には大空を一直線に横切る如何にも不吉そうな

雲が出来る。ただし残念ながらこの雲は、人工の飛行機雲と良く似てい

る為に見極めるのが難しい事と、仮に見つけても“地震が近い内にあ

る”と判るだけで、“何処に起こるか”までは判らない。ましてや、曇

天/雨天ではお手上げである。偶にこの雲を見つけて胸騒ぎがする時に、

「今に大きな地震が起こるよ」と言ってはその通りになり、「俺の女房

は魔女だ!」とマジシャンの夫に恐れられて居る〜 といった程度である。 

    
      地震雲   

繰り返し言うが、超能力や心霊/霊媒はいずれもマジックのトリックで再現できる為に、マジシャンはこ

れらの力を信じない人が多い。私個人の意見としては、人は誰でもなにがしかの“勘の良さ”を持って

おり、それが日常とちょっと違う事態、人の死や事故などの時に発揮され、胸騒ぎや正夢の形となって

現れるのだと思う。その誰でも持っている力を生業に利用しようとするから、無理が生じるのではない

か？ 霊媒師は事前のリサーチや、会話の誘導の巧みさに依存するところが多く、あの超能力者として有

名な、ユリ・ゲラーだって元はマジシャンだった(超能力が、何故スプーンを曲げる事なのかよく分から

ない)。 

  

  さて私は、加齢と共に母方の血が優ってきてガッチリとした体型になり、顔立ちも変わってしまった。 

還暦を過ぎる頃には白眼の青さも失って、いつも充血して濁った眼になり(白内障に怯える日々でもあ

る)、上述したような“不思議”にも縁遠くなってしまった。今や身体のあちこちが痛み、己の病も寿命

も分からず、今日を無事過ごせれば明日が来ることを信じ、ただ平穏を祈って暮らす普通の老人となっ

た。 

誓って、“前を行く人を念力で転ばせる”などといった遊びはしておりませんのでご安心を。 

  ご通読に感謝いたします。 
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ウィンク 

 

フリーダムパスを "ピッ" と押して 「Thank you!」 と言うと 

バスドライバーは "ピッ" とウィンクを返して ニッコリ 

これって 日本では絶対に、絶対にありえない               

勿論 文化と習慣の違いにもよるのだが… 

ウィンクは 言葉では表せない ボディーラングイッジ 

 

Darling 

 

スーパーマーケットのキァシアーで 

若い青年が 買い物を袋に入れるのを 手伝ってくれた 

「Thank you」 と御礼を言うと 

若者は 言った 

「Not at all, Darling! Have a nice day!」 

なんとさわやかな 気のきいた あいさつ! 

男女別なく 大人にも子供にも使える ステキな言葉、DARLING! 

 

 なみだ 

 

美しい音楽を聴くと 思わず胸がキュンとなって 涙が流れる      

だけど 夫が亡くなった 瞬間 何がなんだかわからなくて 

涙は 出なかった                         

しばらくして、遺灰を墓地に埋めた時 

おえつと共に涙が とめどもなく流れた 

 

先日、NHK world で観たドキュメント 

80 才になる男性ドクターが 1 日に 8 人の老人を訪問診察 

一人の男性は 癌で寝たきり 

妻、亡き後 世話をするのは、なんと！全盲の娘！ 

「お父さん、お父さんの好きなうどんをつくりましたよ」 

 

心の詩
う た

 
 

Mind the gap 

 

ロンドンの地下鉄の駅で よく 聞くこのフレーズ 

ロンドンに来た頃は 何とも思わなかったのに 

40 年経った今、これを聞くと おかしくって しょうがない 

それは 2 年前に抜いた下の齒を埋めないでいるから 

Mind the gap!! 

地下鉄のアナウンスが叫んでいる 

私の舌は 思わずギャップへ 

Mind the gap !  

色んな ギャップがあるね 

 

 

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjy2YjExcbgAhUDgHMKHWazCB4QjRx6BAgBEAU&url=http://sn1.e-kokoro.ne.jp/sozai/sozai_detail.php?kyozaino%3DS-023&psig=AOvVaw3PKlmuZS3eOJAj-EE1xD3v&ust=1550622350489697
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjUr_7LpvjgAhUlz4UKHa5dABMQjRx6BAgBEAU&url=https://illustrain.com/?p%3D26801&psig=AOvVaw2jXEjqA6Oszu1iFamQShau&ust=1552332231430622
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娘のつくったうどんを寝たままで、ひとすじ、またひとすじすすり 

「おいしかったよ、ありがとう」 

それから何日かして、お父さんはなくなった。 

このドキュメントを観て、絶句！胸がいっぱいになり、涙はでなかった 

 

涙は 甘えている時、余裕の有るとき、緊張が解けた時 

自然に出るようだ 

涙が流れると心がさわやかになり 心がいやされるようだ 

涙がでることは 良い事なのだ 

 

 

 

 不思議な夢 

 

「 夕べ 夢で みたんだ！」 夫がうれしそうに言った 

「 ジーザス が 現れて言ったんだょ。I will keep you、my son !」って 

私は 「そんなバカな! 」 と言って 「クスッ」 と笑った 

だが 夫は真剣な顔で 「ほんとうだよ、ほんとうだよ」 と叫んだ 

その場に私の友人もいて それを聞いていた 

後日、友人から聞いたのだが、夫の体験は本当だと思った、と。 

その日から三日後、夫は眠るようにして、旅立っていった 

三日前のイエスさまが お迎に来たのだ 

夫が ホスピスにいた時の、不思議な想い出である 

 

  

 

 

猫 

 

去年の秋の朝のことだった 

黒と白が混じって、フワフワの毛をして、デップリ太った猫が来た 

台所に面した石段の上段に、 

両足を行儀よく揃えて、ジッとこちらを見ている 

猫を飼ったことのない私はガラス戸越しに対面するだけ 

30 分程もジッとしてこちらの様子を伺っている 

 

次の日も、また次の日も 

そのいじらしさに、とうとう私はガラス戸をほんの少し開けて 

私の朝食用のハムをソッと投げた 

次の朝 いつものように、行儀よく座って私を見ると 

大きな口を開けて "ニャーン "とないた 

猫をこんなにも可愛いと思ったことはなかった 

猫の根気強さ! まいりました! 
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「鳩」投稿に寄せて        

ウイリアムズ百子 

 
今回「英国春秋」発刊 20周年の記念に創刊者として何か書いて下さいと依頼された。偶然、去年、大学

時代に書いた短編を収めた同人雑誌が手元に届いた。1962 年（昭和 37年）大学 2年生の夏に書き上げた

作品で演劇科の友人から声をかけられ、彼等が出版した同人雑誌の創刊号に掲載されたものである。 

当時 19 歳だった私は人生の経験も浅いナイーブな若者であった。すっかり忘れていたこの作品を 57 年

ぶりに読んで、ある意味で衝撃を受けたというのが正直な感想である。 

小説の書き方を学んだことも無く、しかも性の経験も無い当時の私がこのような文章を書くことが出来

たのは沢山の本を読んで得た知識を利用したオマセナ文学少女だったからであろう。しかし、この同人

雑誌の経験があったので何時か私も同じような文集をイギリスでも発行したいと言う望みが何処かに眠

っていたのは確かである。 

英国日本人会で「紅葉会」を発足した 1年後にその夢を叶えるとことができた。 

その意味で学生時代のこの経験があったからこそ「英国春秋」も生まれたかと思うと、その種となった

この作品を恥じを忍んで 2－3回の連載として掲載してもらうことにした。 

 

 

 

 

 

鳩       

                                  

 僕は彼女を愛しているのだろうか。。。。長いこと、人を愛するということから遠ざかっていた僕は戸惑

いと、だが、ほのかな暖かみを心の奥で感じながら何度もつぶやいてみた。 

僕達三人はもうせんから 2 時間ほどこの「サロメ」に粘っている。彼女はタバコの煙をくゆらせながら、

何か考え事でもしているのか天井を見つめたままでいる。 

 ケンは荒々しく鳴っているモダン・ジャズにゴム草履をはいた足で拍子をとりながら陶酔している。

僕は彼女の投げだした様な、そしてどこか神経が一本ピリピリと動いていて完全に休んでいないような

一種独特な彼女の姿を見つめた。僕は５本目のタバコに手を伸ばした。それにマッチで火をつけながら

小さな炎を透して、彼女を見やると彼女は暗い中で炎でキラキラと光る瞳を僕の方へ向けた。何時も青

ざめている頬が赤く燃えていた。しかし炎が消えると何時もの血管が透けてみえるような青白い肌がそ

こにあった。僕達はお互いに相手の顔色の悪いことを心配するが、自分の事となると全く無頓着であっ

た。僕たちの前の灰皿は吸い殻で一杯になっている。僕がタバコを持ったままウエイトレスに合図する

と、赤いタイトスカートから白い膝小僧をむき出しにした、口唇が印象的な女の子がだるそうにやって

きて白と赤でふちどられた瀬戸物の灰皿を置いてくれた。若い女の髪がにんじんの様に真っ赤に逆立っ

ている。 

 この「サロメ」という喫茶店は何時からというでもなく僕達グループの溜まり場になっていた。大学

の近くにある「サロメ」はいつも o 大学の学生で一杯であった。他に４，５ヶ所こんな感じの喫茶店が

あったが、僕達にはここが一番居心地が良かった。特に理由など無いが、強いて

言えば店内がこじんまりと片付いていることと、駅に近いということであったろ

うか。僕達以外の客はだいたい２，３０分おきに入れ替わっていた。こんな風に

して時を過ごす事は３人が知り合って以来ずっと今まで続いている、至極当然な

生活の一部分であった。昨日も今日と大した変わりが無かったし、多分、

明日も又今日と同じ様であろう。 

 僕とケンと彼女ーアサヨと言うのだがーの三人は詩を中心とした同人

誌の仲間であった。この十六人程で隔月に出版している同人誌「蜘蛛の子」は度々学園内の新聞にも取

り上げられて話題になる位の、学生同人誌にしてはかなり力量のあるものであった。「蜘蛛の子」は他の

十幾つかの学園内の同人誌を一歩抜き出ており、それ故、自然同人として彼等にはより高い能力、強い

個性が要求され、それだけのものを持っていない部員は脱退するしかなかった。 

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiy0YWuhvjgAhVLyYUKHRHICtgQjRx6BAgBEAU&url=http://blog.webbellmark.jp/epi-180521/&psig=AOvVaw1dX4TzTcR9BpkwF-aXTnw1&ust=1552322407339938
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 ケンとアサヨと僕の三人は「蜘蛛の子」のグループの中で特に親しかった。三人は同人になる前から

親しかったのではない。始め、別々に入ってきた三人が何時のまにか親しく寄り添っていたのである。 

 三人の内、この「蜘蛛の子」に一番最初に入ったのは僕で、それはこの o 大学に入学してまもなくで

あった。それから半月もしない五月の始め頃ケンがのっそり同人仲間に加わってきた。ケンは始めから

僕の目を引いた。一口に言ってケンはカッコ良かった。わざと伸ばし放題にしている茶色っぽい髪、神

経質そうなうすい口唇。時々それが美しくゆがんだ。それは何か痛みのようなものを堪えているように

見えた。服装は無造作だったが、何時も清潔なＴシャツに擦れて膝小僧が破れかかったジーパンをはき、

ゴム草履をつっかけていた。少し猫背の後ろ姿に飄々としたものがあった。 

 ケンが入ってきてから一週間ほどした或る日、僕は始めてケンと口をきいた。何となく予想していた

通りケンの声は静かで、モソモソとした口の中に含んだ様な話し方であった。きっかけが果たして何の

ことだったか今は思い出せないが、わかっているのはその後、二人が良く一緒にいるようになったこと

だ。ケンと僕はクラスは異なったが学部は同じであった。多分それとは別に二人が会った瞬間、お互い

に相手が自分と同じ種類の人間だということを直感したのかもしれなかった。というのはお互い充たさ

れていない、いや、何かを渇望しているという点で類似していた。他に二人の共通点と言えば詩を書く

ということと無口であるということであったろうか。無口であるという事は何も話をしないということ

とは結びつかない。必要以外の事をあまりしゃべらないということである。何か議論するとなると、二

人ともまるで夢中になって時を忘れる程であった。だがケンにはその他にモダン・ジャズという満たさ

れぬものへのはけ口があった。その為かケンの書く詩もパンチの効いたモダン・ジャズ的色彩の濃い詩

であった。彼はあまり自分のことについて多くを語りたがらなかったが家庭環境にあまり恵まれている

風でないということが彼の様子から察せられた。 

  僕と言えば、いわゆるおとなしい部類に属する、保守的でもなければ革新的でもない、すこぶる思想

穏健な － 穏健かどうか疑わしいが － 学生である。だが僕の書く詩ときたらいつも激しく強烈な

ものだった。僕の詩を読んだ人は、その詩の中に潜む男性的で野性的な何か、いや、荒々しい男の呼吸

を感じて、その詩が、痩せて青白い学生によって創られたことを疑うであろう。 

 高校の頃書いた作品が校内の文芸雑誌に掲載されることを禁じられたのも不思議ではなかった。本当

のところ、僕はこんな詩を書く自分を恥じていた。そして詩を投稿する時、一種の後ろめたさのような

ものを感ぜずにはいられなかった。確かに盗作でもなければ、模倣でもない。正真正銘僕自身の書いた

詩だのに、なぜか人を欺いているような、奇妙な感情に襲われた。  

 僕の詩は僕の体内で汗まみれになり、強い体臭を発散させながら、僕自身の内部に於ける激しい闘い

によって生み出されるものであった。詩は僕の体臭であった。僕が詩を書くとき、僕は青白く、陰気臭

い、そして弱い自分ではなかった。そこには、一匹の雄、それも猛々しい雄としての僕が存在した。そ

して僕は僕の体内で荒れ狂う感情に己れ自身で挑み、そこに、一粒、あるいは二粒の円みを帯びた、鈍

く光る真珠 ― 僕にとっては詩は真珠であった － を体外に放出するのであった。 

 

 僕は彼女を見ながら、彼女に始めて出会った時のことを思い出している。 それはしとしとと雨が天

上から地上に糸を張っている六月の始めであった。梅雨は駆け足でやってきて、それは「終わり」がな

いように毎日、毎日、糸を張り続けていた。 

 「サロメ」で第十六回「蜘蛛の子」の発行に先駆けて、掲載作品に関する批評会があった。アサヨ 

はその二、三日前に入会した風であった。ケンと僕は午後からの授業を終えると「サロメ」に急いだ。 

ガラスのドアを押して暗い「サロメ」に二人が入った時、丁度僕の詩を

取り上げているらしく、誰かが読んでいるのが聴こえた。彼の太い声は

その詩にピッタリ合って、より効果を与えているように思われた。「暗

い夏」と題するその詩は熱く、燃えるような八月の太陽の下で若い男と

人妻の刹那的な恋愛を題材として、現代に生きる者の虚無、不安、孤独、

いら立ちを表現した詩であった。その詩が進むにつれて、むんむんとす

るような熱気が周りの空気を息苦しくさせ、皆んなの呼吸がせわしくな

った。それがしばらく続いた。その後、一瞬空気が膨らみ爆発するかと

思われた次の瞬間に皆んなは突然、突き放されたような静かな感情にみ

まわれた。そして詩は終わった。皆んなは気怠い疲労を全身に感じて、しょんぼりイスの中に身を沈め

た。一同はしばらくの間、静かであった。 

ケンと僕は空いた席に腰を下ろした。丁度僕の席から投げ出した様に座っているアサヨの姿が見えた。 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiRjdPNlPjgAhWHxYUKHavRAIsQjRx6BAgBEAU&url=https://www.dreamstime.com/illustration/rhyme-poem.html&psig=AOvVaw31hgfICT9yJRM8FWjuvrU7&ust=1552327341059392
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僕達はその日始めて彼女に気づいた。じっと焦点のない瞳が空をさし、短くぶっつりと切られた黒い髪

が「女」であることを一生懸命拒否しているようであったが、かえってそれがうなじを痛々しいほどに

白く浮き上がらせて「女」を匂わせていた。彼女はその逆効果に少しも気づいていなかった。 

顔には血の気が無かったし、口唇にも赤味はほとんどなかった。しかし、形の良いふっくらとしたそれ

であった。僕はケンに「見慣れぬ娘っ子がいるぜ」と合図した。ケンも気づいていたらしく首をちょっ

と振ってみせた。詩の朗読が終わると、沈黙を破って各々の思うところを言い合っていたが、結局総合

したところでは一応、渇いた現代の虚無を表現することに成功しているという点に一致した。僕は始終

黙って聴いていたが彼等がその詩を本当に理解していないということがわかっていた。 

 僕のその詩のある部分には普通女の子だったら顔を赤らめずに聴いていられないような表現をしてい

るところがあった。大抵の女の子が「マア、ヤラシイワ」と言うのである。彼女等はそのセリフを口に

出さないことには自分の処女を証明できないかのように思っているようだ － 僕がこの下等な言葉に

嫌悪を憶える － 僕は何も好き好んで、こういう表現を用いるのではなく、そう書く以外にどうして

も自分の感情を表せないという、ギリギリの極限に於いて書くのであって、決してふざけ半分に書いた

ものではなかった。僕はそのグループの中のただ一人の女の子として彼女がどんな反応を示すか、少な

からず興味をもった。彼女は静かであった。よく女の子がしがちな、しかめ面もしないで黙って聴いて

いた。だが、僕は直ぐに彼女の内部で激しい反応作用が起こっているのを見破った。今迄に彼女の体内

で分解、混合されてきた色々な詩と異なって、僕の詩は異物のように消化しきれず彼女の体内でゴロゴ

ロしたものになった。彼女にとってそれが始めての経験であったことは当然である。アサヨはとうとう

一言も発しなかった。僕の作品の後、四つ五つの詩をとりあげてその日の品評会は終わった。そして、

それらのいずれにも彼女はかすれてはいるが割合はっきりした口調で端的に批評をした。自惚れかもし

れないが僕には後の詩がどれも、これもくだらないということが十分に解っていた。皆んなは「サロメ」

を出るとカビ臭い梅雨の町に散っていった。ケンと僕はレインコートの襟を立てて、黙って歩き出した。

僕達は駅の方へ向かっていた。道のなかほどまで来た時、後ろの方から水をはねかえすような強い足音

が僕達を追ってくるのに気付いた。その足音は僕達と平行線のところまで走り寄ると追い越さずに僕達

と同じ歩調で歩いてきた。僕とケンは同時に僕の隣に目をやった。彼女が居た。彼女は傘をまっすぐに

上げ、薄茶色のトレンチコートを羽織って前の方をみつめたまま「あの詩を書いたのは貴方なのね」と

つぶやくように言った。僕は黙って彼女を見つめた。それが僕の肯定の返事だった。雨が強い力で地面

をたたきつけ、雨音だけが僕たちの静かな沈黙を破っていた。僕は少し動揺しながら次に出る彼女の言

葉を辛抱強く待った。だがそれっきりだった。三人は黙ったまま駅に着いた。そして彼女は僕達と反対

の S 駅方面へ去り、ケンも僕も何となくガラス窓にはじける透明な水滴を見つめたまま話もせずに電車

に揺られていた。  

僕は勉強机と本棚のある殺風景な下宿に帰ると用意してあった夕食を食べ、布団を引っ張り出して横に

なった。四畳半の室で僕は何時も孤独に耐えていた。僕を乱す友人もいなけ

れば、孤独をまぎらわすラジオもなかった。机の上には書き散らした原稿用

紙が雑然と重ねられ、汚れた湯飲み茶わんが転がっている。2 センチほどの

窓の隙間から小さな雨粒が入り込んでカーテンがハタハタと風に鳴っていた。

その夜僕は長いこと眠りにつけなく夜中の 3 時頃までスタンドの灯りの中で

カミュの「異邦人」を読んでいた。しかし、殆ど頭の中には入っていなかっ

た。何となく彼女のことが脳裏にあったのだ。 

 翌朝、九時頃浅い眠りから目覚めた僕は熟睡していないせいか重たい頭を

枕から上げる力も無く体温で程よく暖まっている布団の中にしばらくぐずぐ

ずと横たわっていた。 

 僕はじぐじぐと生汗の出るような奇妙な感覚の中である人のことを思い出していた。（次号に続く）
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和風の奈良基督教会  
その２ 過去の國 大和 

                                   清瀬みさを  
 
 前回の「和風の奈良基督教会」では、昭和５（1930）年に竣工したこの聖堂が西方キリスト教会の床

平面、立面の文法を踏まえながら、古都にふさわしく社寺建築の伝統を見事に融合させていること、そ

のために国の重要文化財に指定されたことをご紹介いたしました。奈良基督教会の敷地は、明治 18（1885）

年に奈良伝道を開始した日本聖公会が、拠点を６回も移動した果ての明治 42(1909)年に興福寺僧坊実相

院跡の傾斜地に購入した 1600 坪の土地でした。同じ明治 42 年に関西の迎賓館として竣工した奈良ホテ

ル（図１）は、西洋木造建築の構造とプロポーションに桃山の御殿風外観、館内も檜材を用いた和風の

意匠を凝らした建物です。奈良では建築申請をする時に、行政が「奈良ホテルに準ずるように」という

指針となってきました。実は、この奈良ホテルもまた、興福寺大乗院跡地に立地しています。 

奈良基督教会に先立つ奈良ホテルを含め奈良近代建築の和風は

どのような歴史的条件や制約から結果したのかを、同年にフォ

ト・ジャーナリスト北尾鐐之助（明治 17[1884]-昭和 45[1970]年）

が『近畿景観 大和河内』の冒頭に記した言葉からひもときたい

と思います。 

 

「大和を歩くたびごと、あの絢爛を極めた仏教美術の精華と古

い土地に対する追憶を除いていったい何があるのかとおもふ。陵

墓と寺院の國大和。いま急激な時代の潮流に彩られて、その追憶 

     （図 １）         を売物にしなければならなくなった、過去の國大和・・・」 

結論から申しますと、奈良基督教会をはじめ、奈良近代建築の「和風」は、北尾が述べる過去の國大

和への追憶、失われたアイデンティティの探求が作り出した形だと言えるのです。それが今日の観光地

としての古都の景観を作る原動力となったのですが、今回は、キリスト教会やホテルがなぜ大名刹の興

福寺境内地を購入できたのか、その歴史的背景を辿ってみましょう。 

 

幕末の戦乱で焼け野原になったとはいえ、昨日まで一千年の長きにわたり都であった京都とは異なり、

平城京は、明治末期まで位置すら忘れられていました。近鉄で車窓から望む平城宮跡の探索が始まるの

が幕末、位置が特定されたのが明治末期、発掘が始まるのは何と大正期です。旧都はすでに遥かな記憶

の彼方にありましたが、都が京に移って行った後も、「いにしえの ならのみやこの やえざくら きょ

うここのえに においぬるかな」と懐かしまれ、平城京が草地と化した後も、依然として大和の國は神

仏の聖地であり続けていました。その中心になったのが平城京の東にポケットのように張り出した「外

京」（げきょう）であり、今日、観光客で賑わう奈良市街地に当たります。 

外京の大半を占めていたのが興福寺と春日大社でした。藤原鎌足を祖とする神別氏族であり、1200 年

以上もの間、廷臣の一大勢力であった藤原氏の氏寺・興福寺と氏神を祀る春日大社は創建以来密接な関

係にあり、平安時代からは本地垂迹説に則り興福寺が春日大社を支配する関係にありました。興福寺は

大乗院、一乗院を筆頭に百余の末寺を擁し、藤原氏の権勢とともに幕末まで全国一の巨大な知行を賜り、

今は無き長大な塀が守護不入（治外法権）の特権を誇示していました。 

ところが、維新後の明治元年に、官軍が奈良入りし、行政府である奈良奉行所を廃して興福寺摩尼殊院

に大和の天領、社寺領を所管する大和鎮台を設置し、興福寺境内に官軍を駐屯させ、坊舎を庁舎に転用

しました。そして、奈良巡撫総督府は興福寺東室に文武館、さらに宝蔵院には県の学校を開設しました。

金堂は、医局や警察などの庁舎となりました。さらに、明治 4（1874）年の廃藩置県で設置された奈良

県は、興福寺筆頭の一乗院門跡を庁舎としました。同年、ついに興福寺は東大寺とともに寺領上知によ

って寺領を召し上げられ、翌年に廃寺となったのです。 

廃仏毀釈の荒波は全国に及び、名刹古寺たりとも容赦なく廃絶に追い込み、跡形もなく消滅した寺院は

数知れません。仏教寺院の僧侶が還俗し、平等院のような名跡も売りに出され、仏像は無残に薪にくべ

られ、宝物は散逸し、あるものは海外に流出した逸話には事欠きませんでした。その中でも新政府によ

る最大標的となった興福寺への官軍侵入こそが、廃仏毀釈の象徴的な出来事でした。広大無比な敷地と

栄華を誇った名刹は、寺領没収、土塀、門の撤去、諸院・諸坊の民間売却、あるいは解体、建築部材の
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転売という運命を辿り、僧侶は自ら還俗し春日大社の神官に転じました。南大門跡には御真影の遥拝所

が設けられ、若草山には牛が放牧されました。 

維新直後に落魄したのは仏寺だけではありませんでした。奈良そのものが、まず奈良府、そして大和国

一円の幕府領、旗本領、寺社領を管轄する奈良県となりますが、明治 9（1876）年に奈良県は堺県に編

入され、さらに堺県は明治 14（1881）年、奈良ともども大阪府に編入されてしまい、明治 20(1887)年に

奈良県が設置されるまで、奈良は自治権すらも剥奪されていたのです。春日大社、興福寺の神獣として

手厚く保護されてきた鹿も奈良と運命を共にしました。初代県令が神獣であることを否定するために鹿

狩りを行い、すき焼にしたことを皮切りに絶滅寸前まで激減した有様でした。 

奈良国立博物館、熱海の MAO 美術館には鎌倉時代に描かれた【春日鹿曼荼

羅】という本地垂迹説に基づく社寺曼荼羅図があります。常陸國鹿島から武

甕槌命（タケミカヅチノミコト）が白鹿の背に座して奈良に影向(ようごう)

してきたということから鹿は奈良では神獣として手厚く保護されてきました。

奈良博の【春日鹿曼荼羅】（図２）は、御蓋山、若草山、春日山を背景に飾り

をつけた白鹿が神々しい姿で中央に佇み、その背には輝く円相の中、榊の五

枝に春日社の若宮と本社第一殿から第四殿までの祭神の本地仏に当たる菩薩

を戴いています。 

次回は、落剥した奈良がいかにして自治権とアイデンティティを回復し、そ

れを体現するために景観を形成する建築物をどのように和風に帰着させたの

かを白鹿の背に乗った気分で、柿の葉寿司をおつまみに灘の銘酒「白鹿」を

いただきながら考えてみましょう。余談になりますが、正岡子規の「柿くへ

ば鐘が鳴るなり法隆寺」という有名な俳句にあるように、柿は奈良の名産品

です。実は、武甕槌命が白鹿の背に乗った時、柿の枝を鞭にしたことから、

通った土地に柿が生えたというのですが、皆さま、いかがお考えになりますか？  （図 ２）        

 

 

 

 

 

 

 

 

私の「未知の世界」 
 

辻阪高子 
 

 

昨年８月から住んでいるロンドンの家のひび割れた天井を眺めながら、この家はこれまでに住んだ何軒

目の家かなあ、とふと思った。さかのぼって数え始めたが、１５軒目を超えたあたりからわからなくな

ってきた。おそらく２０軒目。２０軒の中には、持ち家も賃貸も社

宅もあるが、日本では、家のトラブルはほとんど経験したことはな

い。泥棒が 2 回入ったことぐらいしか思い出せない。だが、やはり

海外ではいろいろあった。最大のトラブルは、床から天井まで廊下

に貼られていた大きな鏡が、夜、大音響とともにはがれ落ちたこと。

大きく割れた鏡がフローリングの床に突き刺さっている光景は忘

れられない。 

今のロンドンのマンションは築５３年。ジュネーブで住んでいたマ

ンションも築５０年は軽く超えていたが、３年住んで何の問題もな

かった。なので築年数が長いからトラブルが多いというわけではな

いのだろう。 

 この家に入って、1 週間後の週末，雨が降った。夕方、家に戻ってドアを開けるとすごい雨の音がする。

安普請なのかよく音が聞こえるんだ，とあまり気にもしなかったが，洗面所に入ったときは，目を疑っ

た。タイルが貼られた壁の隙間から水が噴き出している。それも大量に。雨の音ではなく，水漏れの音・・ 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=&url=https://kor.pngtree.com/freepng/london-tower-of-london-travel-city-london-eye_3131240.html&psig=AOvVaw0WtBzbmLRMD1JLtmZ7zolV&ust=1552523724811845
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管理人などが手を尽くした結果、水の勢いはおさまったものの、土曜の夜にできることは限られており、

水は一晩中、出続けた。翌朝、洗面所の横の廊下を通った時、廊下の白い壁がなんとなく動いた気がし

た。まさか、と思ったが，やっぱりなんだかと思って、歩くのをやめて壁の前に立って壁をながめてみ

た。上から下に何かが動いている。しばらくするとまたつっーと上から下に動く。上層階から漏れてき

た水が、洗面所だけでは物足りず，廊下の壁にまであふれ，壁紙の後ろを滴り落ちている。水が上から

下に落ちるたびに、壁紙が盛り上がり、その盛り上がりが上から下に動く。なので壁が動いているよう

に見えた、のではなく本当に動いていた。 

これは単なる水漏れの話で，私がこれまでたまたま経験したことがなかっただけだろう。ただこの水漏

れのおかげで，次の「事件」にはさほど驚かなかった。ロンドンに 20 年住んでいるがこんな光景は見た

ことないとも言われたので、これは相当な事件だったようだ。現に消防車やパトカーがマンションの周

りに集結していた。 

 

ちょっと風の強い日だったことは間違いなく，大使館でもいつも正面玄関の上に出している日の丸を取

り入れた。夕方、マンションの前にある木が倒れて窓とベランダのガラスの柵を直撃した，寝室の窓が

割れて部屋がガラスの破片の海になっている、との連絡を受けた。そんなに大きな木があっただろうか、

と思ったが、戻ってみると、ふっとい木の幹に押しつぶされた BMW やら高級車数台が目に飛び込んで

きた。マンションの駐車場の横の隣の敷地の大木がマンションに向

かって倒れかかってきたようだ。相当に大きな木だったのだろう。4

階の家、3 階の私の家、2 階の家のベランダや窓にぶつかって、ガラ

スを割りまくり、車をつぶし，横の敷地との境のレンガ塀をなぎ倒

し，レンガ塀の横にあった石膏の女神像の首を切り落として着地。

部屋に入ってみると、何も置いていなかったベランダは，緑の葉っ

ぱであふれている。風で倒れるぐらいなので，根腐れの木か枯木か

思ったが，青々と茂った元気な大木だった模様。寝室の窓は縦横そ

れぞれ 2 メートル近く。貼り替えたばかりのカーペットの上に数ミ

リの大きさに砕け散った窓ガラスが一面にきれいに敷き詰められていた。その晩は、そのガラスの破片

を掃除機で吸いとるときのガラガラ、じゃりじゃりという音が聞こえる夢を一晩中見た。 

 

 この倒木事件のあとも、上の家のラジエーターが壊れてその水漏れでダイニングの壁がボロボロにな

ったり、浴槽の排水管が壊れたり、と私が家を語り出したら止まらない。住み始めて 6 か月、面白いよ

うにトラブルが次から次へと起きた。起きた、というか起き続けている。もはや引っ越すしかないと思

って、随分物件を見て回ったが、これはと思うところは、タイミング悪く、他の人に取られてしまう。2

回、これが続いて、家探しは辞めた。もういい，という半ば投げやりとあきらめで，この家とつきあう

覚悟を決めた。 

 

今年の初め，一時帰国した。東京からロンドンに戻ってくる日が近づくにつれ、家で何かが起きている

に違いない、部屋の半分が崩れているとか、どこかから火が出ているとか，

不安が膨らんだ。戦々恐々として帰ってきたら、台所の一部が浸水している

だけだった。ラジエーターの経年劣化による水漏れ。これだけ？と拍子抜け。

私も慣れたもんだ、とおかしくなった。 

  

 先日、同僚から自宅ダイニングの天井が，突然崩落したと聞いた。うちの

ひび割れた天井も同僚の家のように落ちてくるのだろうか、水が噴き出して

くるのだろうか。これだけ水のトラブルがあったので，次は電気系統が壊れ

るのだろうか。とにかく今の私の「未知の世界」は、私の家。次は何が起きるか、ドキドキワクワク。

未知の世界の中に住めるなんてそうできることではない。ロンドンでの未知の世界体験を楽しみたい。 

 

 

 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjMvMmT8_3gAhUNThoKHR3eA3AQjRx6BAgBEAU&url=https://es.123rf.com/photo_55600739_el-hurac%C3%A1n-%C3%A1rbol-cay%C3%B3-en-casa-seguro-de-propiedad-ilustraci%C3%B3n-en-formato-vectorial.html&psig=AOvVaw0NoFHDVKhyHaaqIeeE-5G2&ust=1552524542032160
http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiR3LGC9_3gAhVEzBoKHQQVADQQjRx6BAgBEAU&url=http://www.yamasei-kensetsu.com/link.php&psig=AOvVaw0Sw8ltykCsZk3AgwPS1Fzl&ust=1552525594853143
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英国春秋俳壇 
 

                         矩子 クーパー        
              

 今しばし  
 

 

ひたむきに過ぎこし迎ふ大晦日 

 

使命ゆえ我が生あるか冬茜 

 

今しばし止まるこの世去年今年 

 

 

今生に未練も少し去年今年 

 

去年今年思いめぐらす我が余生 

 

おのずから若き友得し去年今年 

 

主亡き庭に末枯れ靜もりぬ 

 

 

バレンタイン一人と一匹残されし 

 

一人居も猫に頼られ去年今年 

 

一人居のほどよき暮らし去年今年 

 

 

        

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjMt7qCz8bgAhWy34UKHc7iC7gQjRx6BAgBEAU&url=http://www.sozai-bank.com/web/plant_spr/jinchoge1.html&psig=AOvVaw0DWgXrolO0Pz-HkoizCgX7&ust=1550624805826213
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英国春秋俳壇 
 

 

                                 俳句同好会 

 
 

              去 年 今 年 

 
 

初春や俳句で睦む女人会     日出美 バンダースケイフ 

故郷より持ち帰りたる初暦    田口 邦子 

断捨離の誓い新に去年今年    悦子 キング 

 

 

冬日和目覚めず母は旅立ちぬ   福重 久子 

去年今年悲しみ多き我が祖国   藤原 栄 

年明けて新たに願う日々の幸   小野 宣美 

 

 

打ち上げて花火で祝う去年今年  川西 弘子 

決め事を幾度も唱ふ去年今年   上田 陽子 

生前の母をしのびて去年今年   タミー ガフニー  

今にして変わらぬ反省去年今年  千津子 ウィンター 

 

 

静けさや胸に沁み入る除夜の鐘  松尾 美和子 

抗わず波にまかせて去年今年   岡部 道 

海原のたゆたう波に初日の出   広瀬 信子 

特急で過ぎ去る景色去年今年   由美 ウィラー 
 

 

 

http://www.thinkstockphotos.jp/royalty-free/%E3%82%B9%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%97-pictures
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東
しの

 雲
のめ

                                               

 須永 静江 
                                          

父が亡くなってほぼ一年経った夏、私は勤め先の休みを利用して日本へ                               

一時帰国した。跡取りの筈の兄は、もう２２年も前に先に逝っていたので

家の中は、母と兄嫁だけで閑散としていた。 

 

私の家は農家で、働き者の兄嫁は朝早くから、夕方暗くなるまで田畑に出

て働き詰めだった。９３歳も半ばになる母は、家で一人ぽつねんと留守番

をしていた。兄の残した３人の子供たちは、父母と兄嫁の三人で育て、無

事高校と大学に進み、既に独立し家庭をもっていた。 

 

 母は、久し振りに帰国した娘の私を見ても、今までのように喜んだ様子を見せなかった。全てに自信が無く

おたおた、オドオド、の様子であった。私の心配は募った。何故だろう？どうすれば良いのだろう？ と。母

は兄嫁から料理をするのを禁じられている、と言った。それは、母が料理の最中に別の用事を思い出し、鍋を

何度か焦がしたが為であった。更に、母は兄嫁から庭から外へ出てはいけない、と言われている、と言った。

それは母が近所に遊びに行って、兄嫁の悪口を言う、と、兄嫁が世間体を気にしてのことらしい。市内に嫁い

だ娘たちが母を訪ねても、家の中に入れぬな、と言う事もあったらしい。それは兄嫁に隠れて、母が娘たちに

貴重品などを譲ることを、心配しての話らしい。様々な角度から、行動を規制され他にどのような心身の虐め

があったかは、定かでは無いが、母は追い込められた生き物のように行き場がなく、おたおた、オドオドして

いたのである。 

 

私は、母の飲んでいる薬のリストを見せてもらった。薬の種類とその効能、そして、それらの量などを詳しく

読み取った。睡眠薬の量が異常に多いことに気が付いて、私が、なるべく控えるように、と言うと、母は、私

に食ってかかって、これが無いと眠れない、と言って、私から、引ったくり取るありさまであった。私は、市

内に嫁いでいる一番上の姉に相談に行った。彼女は、私の考え、「母をケアハウス」に入れること」に、即、

賛成であった。私たちは、直ぐに行動開始で、三つほど施設を見て回った。幸い、姉の住む近くの施設で、少

し待てば、空室が出来る事が分かった。事は、トントン拍子に進んだ。最初、母は、施設に入る案に、いい顔

をしなかった。そりゃ、そうでしょう！嫁に来て、７０年近くも住み慣れた家で、彼女の人生全てがそこにあ

る、と言っても過言では無い。そこに持って来て、後から同じ家に嫁いで来た兄嫁に、追い出される形になる

のだ。然し乍ら、子供たちが全員揃って、彼女のケアハウス行きに賛成だと言うことを察した母は、潔く、家

を出る事を決心したのである。 

 

母は、私が買って来た大きなケース数個に、これから先、ケアハウスで着るであろう四季折々の着物洋服を選

んで詰め込んで行った。持って行くべき寝具類を、自分で判断し、座敷の片隅に積み上げて行った。こうして、

無言で家出の準備をし続ける老女のけな気な後ろ姿を他人はどう見たであろう。母をケアハウスの仮部屋に入

れた翌日、私は、仕事の為、ロンドンに戻った。近くに住む姉に、全てを任せて。 

 

その年の冬に、私は、また、一時帰国した。ケアハウスに移った母が、どのような生活をしているのか心配で

あったから。私の勤務先は学校で、冬休みは短かったので、私は、殆ど、毎日、母に会いに行っていた。数日

すると、母が、「そんなに、毎日、来なくてもいいんだよ」と言った。その言葉のどこかに、「自分の作り上げ

て来たケアハウスでの生活が乱される」と言うような、響きが少しあるように思えた。母は、真面目な人だか

ら、「俳句の会」とか、「新年のカレンダー作り」とかの活動に、積極的に参加していた。高齢にもかかわらず、

独立しようと努力している姿が見て取れた。 

やがて、再び、私の帰英の時が来た。母は、私に、「毎朝、６時半に起きて、ベランダに出て、太陽さんを拝

むんだよ」「それから、⚪︎⚪︎⚪︎さんと、散歩に出るの」と、言った。おとなしい性格の母であったが、良い友だ

ちが出来て、ケアハウスでの生活を十分楽しんでいる様子が伺え、私はとても嬉しかった。 

 

私は、昨年、３０余年住んだ家を売り、秋から、retirement flat に移り住んでいる。２０１５年に、私より５

歳年下の弟を失ってから、私も、そろそろ、人生のまとめをしなければならない時期に来ている、と、悟った

のである。フラットに移り住んで気が付いた事は、「私のフラットは、母のケアハウスの一室と同じ方角に位

置しているらしい」と言う事である。毎朝、カーテンを開けると、東の空に太陽の昇る予兆がある。「東雲 し

ののめ」古風な言葉が心に浮ぶ。 
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上には上         

                            古川 隆 

 
 昨年の英国の夏は、何十年振りかの暑さに見舞われた上、雨のない日が長く続き、農家の人達は牧草

不足に悲鳴を上げ、珍しく数カ所で山火事も起こったりもした。そんな猛暑に襲われてはいても夕刻に

なると涼風が吹き、昼間の暑さが和らぐ。夕食後、陽が傾きかけた庭にデッキチェアを広げ、ワイング

ラスを傾けながら、読書を楽しむのは、英国ならではの贅沢である。 

 

 二十年以上前、糖尿病に見舞われ、それまで楽しんでいたビールを始めウイスキー、ブランデー、日

本酒などアルコール類の摂取量をグ～ンと減らし、あまり嗜むことのなかった赤ワイン主体に切り替え

た。日本ではワインなどを口にしたこともなく、ワインと言えば「赤玉ポートワイン」しか知らなかっ

た人間がいきなりワインを飲み始めることになった。 

 

 「いっそお酒をやめればいいのに」という妻の言葉は耳に入っても、それを実行する気はサラサラな

く今日までせっせと赤ワインを飲み続けている。それでも一日小グラス2〜3杯と量を制限はしてはいる

が。英国は、世界の主要ワイン生産国の製品が楽しめる国なのだ。 

 

 ワインを飲み始めて、'70年代に読んだ開高健の「ロマネ・コンティ一九三五年」

なる小作品を思い出し、ワインとはなんと面倒くさい飲み物なのだ、という感想を

抱いたことが蘇った。 

 ワインに関する知識ゼロだったが、簡単な入門書などを紐解き、その起源や葡萄

の品種などを頭に詰め込み、と言ってもすぐ忘れてしまうのだが、楽しみ始め、ロ

マネ・コンティが何故世界中のワイン愛好家により求められるのかなども頭に入っ

た。 

 

もちろんこんな高価なワインに手が出るわけもなく、スーパーマーケットに並ぶ£4.00〜50.00の価格帯

の中から、£6.00〜10.00程度の典型的な庶民向けワインを買い求め、それなりに楽しんでいる。特別の

機会には、大奮発して£50.00位のものを求めることもあるが、数年に１度あるかなしのこと。味                     

わいの方は.....。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨夏のある一夕、食後の庭でのくつろぎの一時、前後してお亡くなりになった向かいのご夫婦のこと

が話題になり、そろそろ我々も旅立ちの心の準備をしなければならない時期になってきたようだ、など

と話すうち、 

「あなた、人生の終わりにやりたいことってある？」と妻に尋ねられ、瞬間考えたが、これということ

も浮かばないままに、 

「そうだねぇ、あまりないけど、ロマネ・コンティを飲んでみたいなぁ。」 

「な〜に、それ？」 

「最高級と言われているワインだよ。」 
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「へぇ、それって幾らぐらいなの？」 

「安いので１本1,000ポンド位だけど、どうせ飲むなら最高級のやつが良いね。一本30,000ポンド」  

「フッ！望みないわね。」と、取り付く島もない。尤も、そんな高額なワインを買って飲もうとは、端か

ら思ってはいないが、それにしても夢は無残にも打ち砕かれた。 

 何故そんなに高額なのか？答えは簡単。ロマネ・コティを生産するブドウ畑は、ブルゴーニュ地方に

あるが、耕作面積はわずか1.81ヘクタール（約5,475.25坪）しかない上に、耕作

地の手入れには従来どおり馬を利用するなど手間ひまをかけ、年間わずか6,000

本程度しか生産されない希少性からである。それと過去に培った名声。 

 

 しかし、上には上があるもので、ふと目にしたワインオークションのニュース

には感心？を通り越し唖然とした。 

なんでもフランス・ブルゴーニュ地方の伝説的なワイン醸造家で、ワイン愛好家

の中では「ブルゴーニュの神様」」と呼ばれた故アンリ・ジャイエ（Henri Jayer, 

2006年没）の手によるワイン855本と209本のマグナムが遺族の意思で2018年7月ジ

ュネーブのオークションに出品され、アジア、アメリカおよびヨーロッパからの 

1999年産ロマネ・コンティ  好事家達約100人が会場・電話またはインターネットで入札したそうだが、その 

￡29,500        落札総額£2,700万（約39億円）。ワインオークションとしては最高額だったそうで

ある。中でも1986年産の Henri Jayer Richenbourgは、なんと1本38.5万ポンド（約

5,700万円）！！だった、ということを妻に話したら、彼女さしたる反応も示さず

「そう」とそっけなく言うとさっさと家に入ってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     ジュネーブのオークションに出品された 

コレクションの一部 

                                最高値で競り落とされた1986年産 

                                         Richenbourg ￡ 385,000 

  

 

                                                                     

このボトルを落札した人は、一体どんな機会にどんな仲間と 

このワインを口にするのだろうかと、余計な心配をしたくもなるのは、 

貧乏性の私だけかもしれない。私の知らない世界があるのだなぁ。   

参考資料： 

The Drink Business, Vinfolio, Berry Bros & Rudd, Wikipedia 

https://3.bp.blogspot.com/-0gOXbnSzT3o/W3kdMVNhMUI/AAAAAAAAAYk/UTBuDl9sc1QtkhdpBowbh1u-yD-vSEvpgCLcBGAs/s1600/Henri+Jayer+sale+is+biggest+wine+auction+ever.tiff
https://3.bp.blogspot.com/-fXRg3466G10/W3kdb0s8JJI/AAAAAAAAAYo/VXoeHddklA4bbCSSr9gYWCWYxdu_PnrIQCLcBGAs/s1600/henri-jayer-richebourg-grand-cru-cote-de-nuits-france-10203393t.jpg
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悩ましい 

                               石山望 

 
これは、私の畏友が、あるところで「悩ましい」という言葉の使い方に関して疑問を投げかけられたこ

とに因むものです。その畏友が言われるには、「悩ましい」とは本来「官能的な」という意味であって、

「頭を悩ます」という意味で使うのはおかしいのではないかと、、。  

 

私も、これまで、この言葉は、畏友の考えておられる意味でしか考え

ていなかったのですが、念のため２つの辞書で調べてみましたところ、

いずれの場合にも、1、頭を煩わす、2、官能的である、と畏友の誤用

だと考えておられる使い方の方が第一義に出てきます。そして、

Internet で調べましても然り。かなり論争の多い言葉であるようで、

たくさん出てきました。  

 

結局論争の結論の大要は、もともと１、の意味であったものが、そう

遠くない昔に２、の意味に使われ始め、逆に今ではそのほうが主流に

なってしまったと言うことではないでしょうか。  

 

「悪貨、良貨をーー」とまでは申しませんが、何だか気楽な気持ちで暖簾分けをさせた分家に、挙句の

果て自分達本家が乗っとられてしまったようなものです。要するに、この分家は「成り上がり者」なの

ですね。 でも、両家の過去のいきさつをご存知の方々は、やはり「筋」を通すべく、今でも本家に固執

されます。「あほらし。何であんな新参の言うことなんか聞かなあかんねん」。  

 

現在でもその本家に拘っておられる方々の中には、著名な作家もおられますし、幾ばくかのいわゆる政

治家もおられるでしょう。ただ、特に後者の場合、この両家の過去のいきさつまでを知っての上での発

言であるかどうかは疑問です。何も知らずに、人から誤用だと指摘されかねない言葉の使い方をして、

本当はそのほうが正しかったのかも知れないと言うのですから、面白いものです。  

 

また、この言葉に続く言葉を考えてみますと、本家の場合は「問題」、「事柄」とか、はっきり価値判断

を下せない抽象的な言葉。一方分家の方は「女」とかもう少し具体的です。因みに、この言葉に類似し

たものとして「なまめかしい」がありますが、これは「艶めかしい」と書いて、主に女性を形容する言

葉です。「悩ましい」２、ほど直裁ではなく、雰囲気を表す言葉だからでしょうか。  

この「悩ましい」の様な、結局「暖簾分け」に因むお家騒動でもめてしまった他の例を探そうとしまし

たが、思い当たりません。何方かご存知の方、お教え下さい。  

 

然し、英語ではそういう言葉が結構あって、２、３すぐに思い当たりますが、それにつきましては後日、、。 

 

 

 

 
2019 年秋号の予告 

 

今号紙面の都合上、全文を掲載出来なかった原稿がありま

すので、次号でお楽しみ下さい。 

＊映画同好会主催、島崎藤村原作、大映制作、「破戒」 

についての、映画解説、論評、鑑賞後の意見交換記録 

を同好会と文集部合作で作成 

＊「和風奈良基督教会」その３  清瀬みさを 

＊「 鳩 」          ウイリアムズ百子 
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